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Ⅰ 業務概要 

 

1.業務名 

平成 17 年度 雷別地区 地表性甲虫生息調査  

 
2.業務箇所 

 川上郡標茶町 雷別   

 国有林 290、291、292、293、294 林班 

 
3.履行期間 

    平成 17 年 8 月 11 日～平成 17 年 11 月 30 日 

 

4.目的 

雷別地区国有林における自然再生事業予定地及びその周辺における植生など

環境の違いにより生物相がどのように異なっているか把握することを目的とす

るものである。 

本調査では移動能力が比較的低く、定量的な調査対象として適している地表

歩行性昆虫類をモデル対象として調査を実施し、種数及び個体数を計測した後、

自然再生事業推進時のモニタリングの対象種群として適切なものか検討する。 

 

5.業務内容 

昆虫類調査 

 
6.工程 

 

打合せ 8 月 12 日 

現地調査 8 月 23 日～9 月 28 日 

解析及びとりまとめ 9 月 1 日～11 月 29 日 

報告書提出 11 月 30 日 

 

 

7.発注者 

北海道森林管理局 釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター 
（担当監督員） 自然再生指導官 森實 祐子 

   

8.受注者 

環境コンサルタント株式会社 
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Tel 0154-40-2331   Fax 0154-40-3754 

（業務担当者） 環境部環境調査課主任 笠井由紀 
kasai@kankyocon.co.jp 
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1.調査時期 

調査は夏季 8 月及び秋季 9 月の 2 回実施した。 
各調査期の実施日程は以下のとおりである。 
 
・8 月調査：平成 17 年 8 月 23 日～30 日 
・9 月調査：平成 17 年 9 月 21 日～28 日 
 
本調査におけるトラップ設置期間は 7 日間とした。これは今後モニタリング

調査を実施する際に、地域住民らに参加してもらうことも考慮し、1 週間の設

置期間が望ましいと考えたことによるものである。 
 

Ⅱ 調査概要 
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2.調査方法 

調査は地表性甲虫類を捕獲するために、最も適した調査法であるピットフォ

ールトラップ法を用いた。 
また、調査地において植生・土壌水分・地温等の環境の概況を記録した。 
調査方法の概要は表-2 に示すとおりである。 
 
 

表-2 調査方法 

項 目 方 法 

ピ ッ ト フ ォ ー ル 
トラップ調査 

落とし穴の中に落ちて抜け出せなくなっている地表性昆虫を回収する。１地点

にプラスチック製コップ（容量約 230cc）10 個を約１～2ｍ間隔に埋設し、7 日間

放置後に回収する。他動物からの捕食予防と防腐のため、コップには希釈し

た酢酸溶液(20%)を入れた。 

回収は 1 カップずつサンプルを分け、採取した昆虫類については、1 カップず

つデータを整理し、総個体数のほか目レベルで分類した。 

地表性昆虫類（オサムシ類・ゴミムシ類）は種レベルの同定を行った。 

植生調査 トラップ設置地点における植生を記録した。 

土壌水分観測 ポータブルの土壌水分計を用いて土壌水分を観測した。 

地温観測 温度計を用いて地温を観測した。 

文献調査 
雷別地区及び釧路湿原周辺の丘陵地における昆虫類に関する文献を収集し

た。 

 
 

   
トラップ設置 設置したトラップ 落下した昆虫類 

   
回収 植生調査 土壌水分計測 
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3.調査地点 

調査対象範囲は雷別地区における自然再生事業予定地及びその周辺 （50ha）
で、対象地域内における代表的な環境を抽出し、10 地点の調査地を設定した。 

表-1 に各調査地と環境区分を示し、調査地位置は図-1 に示した。 
各調査地の環境の概要は調査結果に示す。 

 
表-1 調査地一覧 

調査地点 環境区分 備 考 

ST-1 ササ草原 トドマツ植林が枯れた跡 

ST-2 地がき 草地 

ST-3 ミズナラ植林 筋刈りされた若い植林地 

ST-4 アカエゾマツ植林 広葉樹も混生 

ST-5 ヤチダモ植林  

ST-6 ハルニレ・ケヤマハンノキ林 大径木が見られる 

ST-7 ミズナラ・カシワ林 大径木が見られる 

ST-8 沢沿いの広葉樹林 沢左岸斜面地 

ST-9 ハルニレ･ケヤマハンノキ林 ST-6 より若い樹林 

ST-10 ダケカンバ植林  

 

 

  
ST-1 

ササ草原 (ﾄﾄﾞﾏﾂが枯れた跡) 

ST-2 
地がき (草原) 

  
ST-3  

ミズナラ植林 

(筋刈りされた若い植林地) 

ST-4  
アカエゾマツ植林 

(広葉樹も混生) 
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ST-5 

ヤチダモ植林 

 

ST-6 
ハルニレ･ケヤマハンノキ林 

(大径木が見られる) 

  
ST-7 

ミズナラ･カシワ林 

(大径木が見られる) 

ST-8 
沢沿いの広葉樹林 

(沢左岸斜面地) 

  
ST-9 

ハルニレ･ケヤマハンノキ林 

(大径木が見られる) 
 

ST-10 
ダケカンバ植林 
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Ⅲ．調 査 結 果 
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1. 調査地の環境 
ピットフォールトラップを設置した ST-1～ST-10 の各調査地における植生の

概況及び土壌水分、地温等の計測結果を表-3 に示した。 

腐食層及び土壌含水率などはあくまで昆虫類調査時に取ったデータで補足的

なものである。 

腐食層は ST-10 のダケカンバ植林地で最も厚く 4cm で、次いで ST-7 のミズナ

ラ林及び ST-1 のササ草原で 3cm となっている。 

ST-2 の地かき後の草地及び ST-3 の筋刈りされた草地で最も薄くなり、近年に

地表面が人為的な撹乱を受けた環境である。 

TDR 計を用いて観測した土中の含水率は、調査時期で多少変動があったが、二

回の調査での平均で見ると、ST-2 及び ST-1 で高く、ST-8 及び ST-10 で低くなっ

た。 

今回の測定結果では、印象と異なり草地やササ原など開けた環境で高く、広葉

樹植林地で低くなる傾向が見られている。 
 

表-3 調査地の環境 

*含水率及び地温の計測は各調査期の回収時に計測した。 

Ⅲ 調査結果 

調査地点 環境区分 林の構成 林床 腐植の厚さ 備考 8月 9月 8月 9月
ST-1 ササ草原 オオクマザサ(1.2m)、オオヨモギ、ヤマ

ハギ、エゾイチゴ、アキタブキ、コウゾリ
ナ、ヤマハハコ、チシマアザミ、ハンゴ
ンソウ、ヨブスマソウ

3cm

トドマツ立ち枯れ跡地、尾
根上、周辺にミズナラ
（18m）、トドマツ（枯れる寸
前25m）

40.3 31.7 19.3 16.7

ST-2 地かき オオクマザサ(0.8m)、オオヨモギ、ヒメ
ジョオン、ウド（2m）、ケヤマハンノキ
（40cm）、ヤマニガナ、アキタブキ、エ
ゾシロネ、エゾイチゴ、キツリフネ、エゾ
シロネ、エゾニワトコ、コウゾリナ、タラノ
キ、ウマノミツバ

0.5cm

トドマツ植林跡地？、尾根
上、周辺にキハダ、シラカ
ンバ、ケヤマハンノキ、トド
マツ、ハルニレ（18m）

37.9 39.4 17.5 16.1

ササ刈り：ヤマニガナ、チシマアザミ、
ヤマハギ、ウド、マタタビ、エゾイチゴ、
ヤマブドウ、コウゾリナ、タニソバ

0.5cm すじ状にササ刈り、尾根上 30.6 27.7 20.1 17.3

ササ地：オオクマザサ(1.0m)、オオヨモ
ギ、エゾイチゴ、ヤマハギ、イワノガリヤ
ス、タラノキ

1cm

トラップは筋刈りした草地
（ミズナラ稚樹）を起点に、
草地、ササ地と交互に設
置した。

28.9 24.4 18.5 16.1

ST-4 アカエゾマツ植林 アカエゾマツ（8m）、隣接：ヤ
チダモ(12m)、ケヤマハンノ
キ、シラカンバ、エゾニワト
コ、ハシドイ

オオクマザサ(1.0m)、アキタブキ、カラ
マツソウ、ハクモウイノデ、ハンゴンソ
ウ、ヨブスマソウ、フッキソウ、エゾイラク
サ

1.5cm 27.1 32 16.5 15.1

ST-5 ヤチダモ植林

ヤチダモ（20m）

オオクマザサ（0.7m）、ホザキシモツ
ケ、ヒメシダ、ミヤマシケシダ、アキカラ
マツ、コウヤワラビ、アカンカサスゲ、サ
ラシナショウマ、イワノガリヤス

1.5cm 沢の最上部の斜面 26.4 24 17.5 15.7

ST-6 ハルニレ・ケヤマ
ハンノキ林

ハルニレ(20m)、ケヤマハン
ノキ、ヤマグワ、ノリウツギ、
エゾイタヤ、ヤチダモ

オオクマザサ（1.2m）、ヨブスマソウ、エ
ゾイラクサ、クサソテツ、キツリフネ、
フッキソウ

1.5cm 大径木が見られる樹林 32.6 30 17.9 15.9

ST-7 ミズナラ林
ミズナラ(12m)、キハダ、エゾ
イタヤ、ノリウツギ、

オオクマザサ（0.7m）、エゾイチゴ、サ
ルナシ、オククルマムグラ

3cm
トドマツ植林、アカエゾマツ
植林に隣接

25.5 24.6 17.3 15.3

ST-8 沢沿いの広葉樹林 ヤチダモ（20m）、ハルニレ、
エゾイタヤ、ミズナラ、ケヤマ
ハンノキ、カツラ、ミズキ、ハ
シドイ、ヤマグワ

オオクマザサ（0.7m）、フッキソウ、オシ
ダ、クサソテツ、ミミコウモリ、ヤチダモ、
コンロンソウ、ハクモウイノデ

2.5cm

水辺：ミゾホオズキ、エゾイ
ラクサ、ミゾソバ、エゾメシ
ダ、ツボスミレ、ミズ、ツル
ネコノメソウ

20.7 24.4 18.1 15.4

ST-9 ハルニレ・ケヤマ
ハンノキ林 ハルニレ(20m)、ケヤマハン

ノキ、ヤマグワ、ハリギリ、エ
ゾイタヤ、ヤチダモ、ミズナラ

オオクマザサ（1m）、キツリフネ、カラマ
ツソウ、ホザキシモツケ、ツルニガク
サ、ヨブスマソウ、クサソテツ、アキタブ
キ

2cm
ST-6より若い樹林で、樹
林の幅は狭くササ原に隣
接

30.6 30.6 17.7 15.9

ST-10 ダケカンバ植林

ダケカンバ(20m)
オオクマザサ（1.2m）、アキカラマツ、
マタタビ、シラネワラビ、オシダ、サラシ
ナショウマ

4cm 沢に面した斜面 23.3 24.2 18.2 16.4

地温(℃)含水率(%)

ST-3 ミズナラ植林

ミズナラ（1.6m）
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2. 昆虫類相 
ピットフォールトラップに落下した昆虫類を抽出し、目レベルで分類し個体数

をカウントした。 

また、データは 1カップ毎のサンプルを整理し、詳細な結果は資料１に示した。 

本調査結果では各地点別にサンプルを集計した結果を用いて、データの整理を

行った。 

調査地点別に目別の個体数を集計したものが表-4 である。 

確認された目数の合計は 10 目で、8 月調査で 10 目、9 月調査では 1 目少なく

9 目となり、個体数は 8 月で 4692 個体、9 月で 5649 個体、総個体数は 10,341

個体を数えた。8 月より 9月がやや多くなったが、これはトビムシ目の個体数が

8 月に比べ大幅に増加したことによるもので、トビムシ目以外の昆虫類は 8 月で

多く、秋季では大幅に減少している。各調査時期別の目別の出現個体数を図-2

に示した。 

目別に見るとトビムシ目が最も多く、8 月調査では 40%弱、9 月調査では 80%

超を占めた。 

地点別の昆虫類総個体数はトビムシ目の個体数をほぼ反映したものとなって

おり、トビムシ目の総個体数は全昆虫個体数の 60%を越えている。 

次いでコウチュウ目とハチ目がほぼ同数で、それぞれ全体の 15%を占めており、

これら上位 3 目で全体の 90%を占めている。 

コウチュウ目では後述する歩行性甲虫類のオサムシ科がおよそ 6 割を占め、こ

れら以外にもセンチコガネ科やシデムシ科などオサムシ科と同様に地表を主な

生活域とするものが多くを占めた。また、ハチ目の大半はアリ類である。 

ハエ類もやや個体数が多いが、酢酸に誘引されて飛び込んだものと考えられる。 

8月調査における目別の出現個体数

1787

6

1

12
1236

1030

441
25

1
153

トビムシ目

バッタ目

ハサミムシ目

チャタテムシ目

アザミウマ目

カメムシ目

コウチュウ目

ハチ目

ハエ目

チョウ目

 

9月調査における目別の出現個体数

4588

516
98

55

13

3

361

3

12

トビムシ目

バッタ目

ハサミムシ目

チャタテムシ目

カメムシ目

コウチュウ目

ハチ目

ハエ目

チョウ目

 
8月・9月調査合計の目別出現個体数

6375

1546

539 37

4

1597

15
19

1
208

トビムシ目

バッタ目

ハサミムシ目

チャタテムシ目

カメムシ目

コウチュウ目

ハチ目

ハエ目

チョウ目

 
図-2 昆虫類目別の個体数 
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表-4 捕獲された昆虫類目別の出現個体数 

8 月調査結果 

No. 目名 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10 8 月計

1 トビムシ目 74 48 92 83 158 163 682 68 125 294 1787

2 バッタ目   4 2           6 

3 ハサミムシ目 1             1 

4 チャタテムシ目      1  1 7   3 12 

5 アザミウマ目   1            1 

6 カメムシ目 8 6 29  21 14 5 10 34 26 153

7 コウチュウ目 63 116 127 75 117 119 171 74 162 212 1236

8 ハチ目 55 61 126 105 44 90 244 178 64 63 1030

9 ハエ目 19 34 26 40 20 51 89 48 46 68 441

10 チョウ目   4 7 1 2 3 4 1 1 2 25 

合計 220 274 409 304 363 440 1196 386 432 668 4692

9 月調査結果 

No. 目名 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10 9 月計

1 トビムシ目 340 306 1443 32 463 89 1352 224 78 261 4588

2 バッタ目 3 1 8         1 13 

3 ハサミムシ目      2   1     3 

4 チャタテムシ目 1   1        1 3 

5 カメムシ目 5 10 12 2 6 4 5 1 2 8 55 

6 コウチュウ目 12 17 27 37 60 35 35 28 31 79 361

7 ハチ目 51 25 19 51 47 56 128 86 13 40 516

8 ハエ目 8 12 2 11 11 11 5 9 15 14 98 

9 チョウ目 4      2   1 5 12 

合計 424 371 1511 134 589 195 1527 349 140 409 5649

8 月及び 9月調査結果合計 

No. 目名 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10 合計

1 トビムシ目 414 354 1535 115 621 252 2034 292 203 555 6375

2 バッタ目 3 5 10         1 19 

3 ハサミムシ目 1    2   1     4 

4 チャタテムシ目 1   1 1  1 7   4 15 

5 アザミウマ目   1            1 

6 カメムシ目 13 16 41 2 27 18 10 11 36 34 208

7 コウチュウ目 75 133 154 112 177 154 206 102 193 291 1597

8 ハチ目 106 86 145 156 91 146 372 264 77 103 1546

9 ハエ目 27 46 28 51 31 62 94 57 61 82 539

10 チョウ目 4 4 7 1 2 3 6 1 2 7 37 

合計 644 645 1920 438 952 635 2723 735 572 1077 １０３４１
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3. 歩行性甲虫類（オサムシ・ゴミムシ類）について 
本調査で捕獲された昆虫類の中から、地表歩行性昆虫類の代表グループである

オサムシ科（オサムシ類・ゴミムシ類）を抽出し、種レベルで同定を行い個体

数をカウントした。 

今年度の 2 回の調査で確認されたオサムシ科の甲虫類は、表-5 に示す 29 種、

総個体数は 912 個体で、コウチュウ目全体の約 60%を占めていた。 

時期別に見ると 8 月で 26 種、9 月に 13 種が出現し、9 月調査では 8 月調査で

出現した種数の半数しか出現しなかった。 

このうち2回の調査ともに出現した種は10種、8月のみに出現した種は16種、

そして 9 月のみに出現した種が 3種であった。 

また、個体数では 9 月調査において 8月の 25%以下であった。 

今年度の調査で確認された種のうちエゾアカガネオサムシとヒメクロオサム

シを除く種は、秋季より夏季に個体数が多く、秋季調査で個体数が増加した上

記２種のうち、明らかに個体数が増加していたものはヒメクロオサムシのみで

あった。 

8 月調査ではコクロツヤヒラタゴミムシが優占し、9 月調査ではヒメクロオサ

ムシが優占した。 

本地域では 9 月下旬には大半の歩行性甲虫類の活動が既に不活発となり、越冬

の準備もしくは越冬態勢に入っていたものと考えられる。 

 

出現したオサムシ科の地点及び調査時期別の出現状況を図-3 に示した（地点

別のデータは表-5 に、カップ別の調査結果は資料２に示している）。 

最も出現頻度の高かった種はコクロツヤヒラタゴミムシで 2 回の調査ともに

全地点で出現し、個体数も 505 個体と最も多くオサムシ科全体の 50%以上を占め

た。 

次いでヒメクロオサムシが ST-3 を除く全地点で 2 回の調査ともに出現し、個

体数はおよそ 15%を占めた。 

また、全地点で出現した種としてセダカオサムシが挙げられるが 8月の調査に

集中した。 

5 地点以上で出現した種としては上記のほかにエゾクロナガオサムシ、マルガ

タツヤヒラタゴミムシ、エゾマルガタナガガゴミムシ、アトマルナガゴミムシ、

キノカワゴミムシがあり、これら 9種の合計個体数は全体の 9割以上を占めた。 

最も種類数の多かった地点は ST-2 で 13 種が出現した。次いで ST-3 で 12 種、

ST-5 で 11 種と続き、最も少なかったのは ST-1 の 4 種である。 

一方、個体数では ST-10 で最も多く 142 個体、ST-9 もほぼ同数の 141 個体、

次いで ST-5 で 130 個体となり、残りの地点は 100 個体以下であった。最も少な

かった地点は ST-1 と ST-8 が同数で 38 個体であった。 

種類数はササ以外の草本類が多く見られる草地環境で多く、樹林地では少なく

なった。このような傾向は一般的なものである。 
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今回の調査結果からは ST-1 のササ原で種類数・個体数ともに少ない結果とな

った。 
 

8月調査における地点別オサムシ科出現状況
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8月・9月合計地点別オサムシ科出現状況
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図-3 オサムシ科各種の地点別出現状況 
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4. ST-3 地点における歩行性甲虫類の出現状況 
今年度調査を実施した調査地点のうち ST-3 は、ササ原を筋刈りした後、ササ

を刈払った列にミズナラを植栽している地点で、現状でもササ地と草地（ミズ

ナラ稚樹）が交互に列状に分布し、はっきりとした環境の違いが見られる地点

である。 

トラップは筋刈りした草地の列を起点として、ササ地と草地に交互に設置した

ことから、草地とササ地における出現状況を比較してみた。 

表-6に ST-3 における 8月及び 9月の結果を合計したカップ別の調査結果を示

した。 

カップ No.が奇数のものが筋刈りされた草地に設置したもので、偶数番号が筋

状に残されたササ地に設置したカップである。 

ササ地と草地はごく近距離（１～２ｍ程度）しか離れていないものの、図-4

に示したとおり種類数・個体数ともに明らかに筋刈りされた草地で多く、オサ

ムシ科の歩行虫類はごく狭い範囲内でも、ササ地と草地を区別していることが

窺えた。 
 

表-6 ST-3 地点におけるトラップカップ別のオサムシ科出現状況（8月・9月結果の合計） 

    ST-3 環境別 

  種名          カップ No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ササ 草 

1セダカオサムシ           1 1  

2エゾクロナガオサムシ   2            2 

3コブスジアカガネオサムシ         1 1 1 1 

4アトマルナガゴミムシ   1  2 3 1  1   3 5 

5エゾマルガタナガゴミムシ 2              2 

6コガシラナガゴミムシ       1        1 

7コクロツヤヒラタゴミムシ 13  9 6 4 2 9 1 7 4 13 42 

8マルガタツヤヒラタゴミムシ 1     1   2   1 3 

9ニセコマルガタゴミムシ         1     1 

10ゴミムシ         1     1 

11アオゴミムシ     1          1 

12チャバネホソアトキリゴミムシ     1          1 

  種数 3 0 3 1 4 3 3 1 6 3 5 11 

  個体数 16 0 12 6 8 6 11 1 13 6 19 60 
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図-4  ST-3 におけるトラップ別

のオサムシ科種数及び個体数 
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5. オサムシ･ゴミムシ類の生息環境区分 
本地域で確認されたオサムシ･ゴミムシ類の生息環境を、表-7 に示したよ

うに便宜的に樹林性と草地性とに大別し、各地点における樹林性の種と草地

性の種の出現状況を表-8 に整理し、環境区分別の種類数を図-5 に、環境区

分別の個体数を図-6 に示した。 

ただし、樹林性と草地性の区分は非常に大まかなものであり、実際にはど

ちらの環境にも生息するものや、区分が曖昧なものも存在しており、今後の

調査でより詳細なデータが集まることで、生息環境区分のより詳細な区分や、

生息環境が変わる可能性もある。 

ST-1 及び ST-10 では樹林性の種のみが出現した。 

種類数で見ると ST-2 及び ST-3 では草地性の種が多く見られた。 

個体数では ST-2 で草地性の種がやや出現しているが、樹林性の種が個体

数では圧倒的に多くなった。 
 

表-7 オサムシ科の地点別出現状況と各種の生息環境区分 

 

表-8 地点別の樹林性種と草地性種の出現状況 

生息環境区分/地点 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10

種類数 樹林性 4 7 7 7 9 8 8 7 7 6 

 草地性 0 6 5 3 2 1 2 2 2 0 

個体数 樹林性 38 68 74 66 128 93 91 36 139 142

 草地性 0 18 5 5 2 1 2 2 2 0 

オサムシ科全データ（合計）
和名 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10 合計

1 セダカオサムシ 3 1 1 4 13 8 1 3 16 8 58 樹林性
2 コブスジアカガネオサムシ 2 2 1 5 樹林性
3 エゾアカガネオサムシ 1 2 1 4 樹林性
4 エゾクロナガオサムシ 2 8 14 5 7 5 2 4 47 樹林性
5 ヒメクロオサムシ 4 2 14 45 17 5 13 30 10 140 樹林性
6 キノカワゴミムシ 1 2 1 1 1 6 樹林性
7 ヒラタキイロチビゴミムシ 2 1 3 草地性
8 ヨツボシケシミズギワゴミムシ 5 5 草地性
9 カギモンミズギワゴミムシ 3 3 草地性

10 ヨツアナミズギワゴミムシ 1 1 草地性
11 エゾマルガタナガゴミムシ 4 2 5 3 1 1 16 樹林性
12 トックリナガゴミムシ 1 1 草地性
13 コガシラナガゴミムシ 6 1 7 草地性
14 ツヤムネナガゴミムシ 1 1 2 草地性
15 アトマルナガゴミムシ 14 5 8 4 2 4 37 樹林性
16 マルガタナガゴミムシ 3 3 樹林性
17 ツンベルグナガゴミムシ 2 2 樹林性
18 セボシヒラタゴミムシ 2 2 草地性
19 ヤセヒメヒラタゴミムシ 1 1 草地性
20 ヒメヒラタゴミムシ 2 1 1 4 草地性
21 エゾヒメヒラタゴミムシ 1 1 草地性
22 マルガタツヤヒラタゴミムシ 33 4 5 2 1 3 48 樹林性
23 ヒメクロツヤヒラタゴミムシ 1 3 4 樹林性
24 コクロツヤヒラタゴミムシ 17 20 55 33 45 53 66 12 86 118 505 樹林性
25 ニセコマルガタゴミムシ 1 1 2 草地性
26 ゴミムシ 1 1 草地性
27 クビアカツヤゴモクムシ 1 1 2 草地性
28 アオゴミムシ 1 1 草地性
29 チャバネホソアトキリゴミムシ 1 1 草地性

個体数 38 86 79 71 130 94 93 38 141 142 912
種類数 4 13 12 10 11 9 10 9 9 6

地点別の出現状況 生息環境区分
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生息環境区分別の種類数
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図-5 各調査地における環境区分別のオサムシ科種類数 
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図-6 各調査地における環境区分別のオサムシ科の個体数 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．結 果 の 解 析 
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一般的に歩行性甲虫類を代表するオサムシ科は、種数及び個体数も比較的多く、

環境の変化に応じてその種組成も変化することから、生物指標として有効な昆虫類

として、環境との係わりについての研究対象としても用いられている。 

本調査結果のうちオサムシ科のデータを用いて各調査地点間における昆虫類の

種類組成について比較を試みた。 

ピットフォールトラップ調査結果は表-5 に示したオサムシ科の地点別の調査結

果を集計したデータを用いた。 

各調査地点間における種類組成の構造的変動を計量化する目的で、シャノン・ウ

イーバー関数の H’ *1) を用いて多様度指数を測定した。 

次に各調査地点間における種類組成の類似度を計量化する目的で、各調査地点間

の種類組成の類似度を Pianka のα指数*2)により計量化し、（1－α）の非類似度指数

によりクラスター分析を行い、群平均法を用いてデンドログラムを作成した。 

 
＊１） シャノン･ウイバー関数の H’は以下の数式によって算出される。 

H’=－Σpi・log2pi 

Σpi =1、 pi = Ni/Σpi・log2pi  

ただし、Niは各調査地点で採集された種ｉの個体数である。 

 

＊２） ピアンカのα指数は以下の数式によって算出される。 

        Σpij・phj 

αi.h＝                ， Σpij =1，Σphj =1 
    (Σ(pij)2)1/2・(Σ(phj)2)1/2 

        ｊ      ｊ 

ただし、pij及びphjはそれぞれSt.i及びSt.hにおける種ｊの個体数の割合である。 
 

 

1.地点別の歩行性甲虫類の多様度について 

調査地別のオサムシ科の種数、個体数、そして算出された多様度指数を表-9 に、

多様度指数の変動を図-7 に示した。 

ST-5 と ST-8 の地点ではでは 8 月より 9 月に多様度指数大幅に低くなった地点で

あるが、これらの地点はいずれも 9 月調査時にヒメクロオサムシが急激に増加し、

全体の 8 割近くを占めた地点である。 

8 月及び 9 月結果を合計して得られた多様度指数を用いて比較すると、最も多様

度指数が高くなったのは ST-2 で、最も種類数の多かった地点であった。 

オサムシ・ゴミムシ類は一般的に草地環境で種類数が豊富になることが知られて

おり、ST-2 地点は近年ササ原を地かきしたことにより草地環境となり、草地性の

ゴミムシ類が生息可能な環境となったものと考えられる。 

多様度指数が最も低かったのは ST-10 で、次いで ST-9、ST-1 と低くなった。 

Ⅳ 結果の解析 
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ST-10 及び ST-9 はコクロツヤヒラタゴミムシの比率が非常に高かったことで単

純な種構成になり多様度指数が低くなったものであるが、個体数は最も多かった地

点である。 

一方、ササ原の ST-1 は種数、個体数ともに最も少なかった地点であり、最も貧

弱な歩行性甲虫類相であった地点と言える。 

 

表-9 オサムシ科の地点・月別の種数・個体数及び多様度指数 H’（単位はビット） 

  項目／地点 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10

種数 8 月 4  13  11 8  10 8  9  8  9  5  

  9 月 2  5  5  6  6  5  6  3  3  5  

  合計 4  13  12 10 11 9  10 9  9 6  

個体数 8 月 35  80  69 56 89 70 77 26  124 100 

  9 月 3  6  10 15 41 24 16 12  17 42 

  合計 38  86  79 71 130 94 93 38  141 142 

多様度指数 H' 8 月 1.296  2.751  1.613 2.099 2.310 1.666 1.540  2.425  1.596 0.826 

  9 月 0.918  2.252  1.961 1.692 1.223 1.682 1.920  0.817  1.086 1.115 

  合計 1.681  2.785  1.807 2.384 2.333 2.041 1.706  2.419  1.676 0.971 

調査地別多様度指数（H')
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図-7 オサムシ科の地点・調査回別の多様度指数の変動 

 

2.地点間の種組成の類似性について 

次に同じデータを用いて Pianka の重複度によるα指数で地点間の類似度を測っ

た。得られた値を表-10 に、比類似度（1-α）を群平均法により作成したデンドロ

グラムを図-8 に示した。 

8月データによるデンドログラムと 9月のそれとは大きく異なった結果を示した。 
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9 月時のデータは種類数･個体数ともに極端に少ないことから、類似性を比較す

るには困難なデータと思われ、以下は 8月データと 9 月データを合計した値を用い

て作成したデンドログラムから地点間の類似性について比較する。 
 

表-10 調査各地点間における Pianka のα指数 

8 月調査結果による 

地点 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10

ST1 - - - - - - - - - - 

ST2 0.464 - - - - - - - - - 

ST3 0.887 0.546  - - - - - - - - 

ST4 0.734 0.581  0.522 - - - - - - - 

ST5 0.776 0.470  0.552 0.960 - - - - - - 

ST6 0.780 0.522  0.549 0.981 0.955 - - - - - 

ST7 0.785 0.510  0.558 0.970 0.921 0.987 - - - - 

ST8 0.683 0.444  0.492 0.950 0.972 0.924 0.895 - - - 

ST9 0.757 0.511  0.496 0.969 0.965 0.983 0.962 0.916  - - 

ST10 0.871 0.503  0.499 0.969 0.922 0.992 0.991 0.886  0.978  - 

9 月調査結果による 

地点 ST1 ST2 ST3 ST4 ST5 ST6 ST7 ST8 ST9 ST10

ST1 - - - - - - - - - - 

ST2 0.474 - - - - - - - - - 

ST3 0.395 0.563  - - - - - - - - 

ST4 0.917 0.449  0.138 - - - - - - - 

ST5 0.927 0.383  0.104 0.987 - - - - - - 

ST6 0.969 0.557  0.313 0.942 0.942 - - - - - 

ST7 0.692 0.474  0.839 0.403 0.405 0.609 - - - - 

ST8 0.930 0.455  0.123 0.986 0.989 0.949 0.398 - - - 

ST9 0.987 0.502  0.307 0.961 0.965 0.978 0.585 0.975  - - 

ST10 0.593 0.431  0.868 0.306 0.305 0.522 0.978 0.308  0.509  - 

 
8 月・9 月結果合計による 

地点 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10

ST1 - - - - - - - - - - 

ST2 0.463 - - - - - - - - - 

ST3 0.832 0.573  - - - - - - - - 

ST4 0.744 0.569  0.887 - - - - - - - 

ST5 0.691 0.381  0.685 0.916 - - - - - - 

ST6 0.796 0.524  0.935 0.974 0.881 - - - - - 

ST7 0.795 0.506  0.986 0.922 0.746 0.961 - - - - 

ST8 0.625 0.405  0.648 0.909 0.988 0.857 0.716 - - - 

ST9 0.780 0.509  0.921 0.969 0.885 0.992 0.946 0.854  - - 

ST10 0.894 0.500  0.981 0.922 0.748 0.966 0.992 0.714  0.963  - 
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8 月調査結果           9 月調査結果 

 

8 月及び 9月結果の合計 

図-8 α指数(1-α)を用いたオサムシ科の種組成による調査地点間の類似性 
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解析の結果、ST-2 の地かき後の草地は独立した一群を形成し、それ以外の 9 地点で

大きな一群を形成した。 

ST-2 の草地では腐食層が非常に薄く、ササ類が殆ど見られない環境である。出現し

た 13 種のうち 5種は本地点のみで出現した種が含まれ、明らかに他地点の種組成と異

なったものであった。 

ST-2 以外の地点間について以下に述べる。 

① T-5 のヤチダモ植林と ST-8 の沢斜面広葉樹林は非常に高い類似性を示し、

その他の地点とはやや異なった種組成をしていることが示唆された。両地点

は今回の調査地の中で最も土壌含水率の低かった地点である。 

② ST-7 のミズナラ林と ST-10 のダケカンバ林は非常に高い類似性を示した。

これらの地点は腐食層が厚かった地点である。また、ST-3 の筋刈りしたミ

ズナラ植林地もこれらに高い類似性を示したが、特に共通する環境要素は見

当たらない。 

③ ST-6のハルニレ･ケヤマハンノキ林とST-9のハルニレ･ケヤマハンノキ林も

非常に高い類似性を示した。これらは樹林相が同様な地点である。また、ST-4

のアカエゾマツ植林もこれらに高い類似性を示していた。これらの地点は樹

林地の中で土壌含水率の高い地点であった。 

④ ST-1 のササ原はやや独立しており、他の地点とは異なった種組成であるこ

とを示した。 

 

次に、各地点の出現種の具体的な出現状況を見るために出現種のうち個体数の合計が

30 個体を越えた 6 種を抽出し、それらの個体数比を表-11 に示し、図-9 で各地点にお

けるこれらの出現度合いを図化した結果、α指数（１－α）で作成したデンドログラ

ムの組み合わせとほぼ同様なグループが表現された。 
 

表-11 上位 6種ほかの地点における出現個体数比 

No. 和名 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8 ST-9 ST-10 合計

1 コクロツヤヒラタゴミムシ 44.7% 23.3% 69.6% 46.5% 34.6% 56.4% 71.0% 31.6% 61.0% 83.1% 55.4%

2 ヒメクロオサムシ 10.5% 2.3% 19.7% 34.6% 18.1% 5.4% 34.2% 21.3% 7.0% 15.4%

3 セダカオサムシ 7.9% 1.2% 1.3% 5.6% 10.0% 8.5% 1.1% 7.9% 11.3% 5.6% 6.4%

4 マルガタツヤヒラタゴミムシ 38.4% 5.1% 7.0% 2.1% 2.6% 2.1% 5.3%

5 エゾクロナガオサムシ 2.5% 11.3% 10.8% 5.3% 7.5% 13.2% 1.4% 2.8% 5.2%

6 アトマルナガゴミムシ 36.8% 5.8% 10.1% 3.1% 2.1% 4.3% 4.1%

7 その他 0.0% 29.1% 11.4% 9.9% 6.9% 7.4% 10.8% 10.5% 2.8% 1.4% 8.4%

各種の個体数比率
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図-9 優占種とその他の種の各地点における出現度合
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すなわち、ST-2 を除く地点ではコクロツヤヒラタゴミムシの比率が高いが、ST-2 の

みで低く、マルガタツヤヒラタゴミムシが突出するほか、その他の種として含まれる

本地点に固有の種が多いことで独立した種組成となっている。 

次に、ST-5 と ST-8 を除く地点では、コクロツヤヒラタゴミムシが多数を占めたが、

ST-5 と ST-8 ではコクロツヤヒラタゴミムシも多いが、ヒメクロオサムシがほぼ同数出

現したことで他の地点とは異なったものになっている。 

ST-3、4、6、7、9 そして ST-10 はコクロツヤヒラタゴミムシが大半を占めているこ

とでは共通しているが、ST-3、7、そして ST-10 ではコクロツヤヒラタゴミムシが圧倒

的に多く、ST-4、6、そして ST-9 ではヒメクロオサムシがやや多くなっている。 

ST-1 はコクロツヤヒラタゴミムシが最も多いことは上記地点と共通ではあるが、ア

トマルナガゴミムシが多くなっていることで、他の地点とはやや異なった結果になっ

た。 

 

今回、樹林性の優占種の出現度合いが樹林の環境を反映している可能性が示唆された

が、本調査結果からは関連する環境要因の解明は難しいため、より微細な環境差を捉

える必要があるものと言える。 

ただし、これらは 8月と 9 月の 2 回のみの調査結果で得られたデータを用いた解析結

果であり、データ量は不十分なものであることから、よりデータを積み重ね、環境要

素のより詳細なデータを収集した後に改めて解析する必要がある。 

今年度調査を実施していない時期のデータが追加されることや、サンプル数が増加す

ることで、今回の結果とは異なったものになる可能性もあり、本結果はあくまで中間

の結果として捉えることが妥当なものと考える。 
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3.今後の課題など 
 

○春～夏の昆虫類相 

今回の調査結果では、コクロツヤヒラタゴミムシやヒメクロオサムシが優占し

たが、これらは夏から秋にかけて個体数の多い樹林性の歩行性甲虫類である。春

季～盛夏にかけてはツンベルグナガゴミムシなどの別の樹林性種が優占すること

が予想され、今年度調査を実施できなかった時期に継続した調査を実施する必要

がある。（ただし、9 月下旬以後の秋季調査の必要性は、今年度結果からはないと

考えられる） 

 

○詳細な環境要素の計測 

今年度の調査結果から、本地区における歩行性甲虫類は樹林性の種が大半で、

大半の調査地で共通して出現するものが多いことが窺えた。このことから、種間

の出現頻度などの差を比較する必要があると思われ、環境要素（林床植生、土壌

含水率、腐植層など）をより詳細に取ってゆく必要性がある。 

特に、林床植生データについては、モニタリング項目としての重要性も踏まえ、

定量的な方法による調査が望ましい。 

ＴＤＲ計を用いた土壌含水率の観測は、想定した結果と違いがあったため、本

地区での解析には不向きである可能性が考えられる。 

 

○調査地の選定 

林床植生の多様性と昆虫類相との相関をみる上で、調査対象地として、ササが

比較的少なく多くの林床植物種が生育する樹林などのように、多様性の高い樹林

地を取り込んでいく必要がある。（このとき対象地から多少離れても環境を優先し

て選んだほうが良い）。 

調査対象地の環境区分をより明確化し、調査目的に沿った調査地の選定を行う。 

 

○データ蓄積の重要性 

昆虫類は、年毎に個体数の変動や季節変動が非常に大きいため、基礎データは、

複数年度にわたり継続して収集することが必要である。 
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釧 路 博 物 館 報 No.215(1972.3) (3)

釧 路湿原 とその周辺地 の昆虫相(1)

飯 島 一・ 雄

キ タヨシの茂 る釧路湿原 が天然記念物 に指定 され、そ

の 自然保護 につ いて も最近 多 くの人 々か ら注 目と関心を

持たれつ ～あ り、学術面か らもよ うや く総 合調査が行な

われつ ～あることは喜 こば しい限 りであ る。

しか しこの広大な湿原 とそ こに棲 む膨 大な動植物 を一

朝 一夕に調査結 論づ けよ うとすれ ば必ず ゆがん だ結果 を

生 じるであろ う。

そこで著者が釧路 湿原のふ もとに住 んで過去25年 間余

りに亘 り永々 と調査 を続 けて来 た昆虫類 について解説を

試 みよ う。

主 な 調 査 区 域

ニ ツ山を基点 として、標茶経 由 一中茶安別 一厚岸 。

以下 ニッ山路。標茶 一中茶安別 一下茶安別。

標茶経由 一霞別。

〃 一ベカンベ台一パ イロソ ト(105林 班)

〃 一厚生。

標茶経由 一多和。

釧路川左岸堤防上 一ル ル ランー標茶 。
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茅沼経 由 一湿 原横断 一コ ンタロー下 久著 呂。

塘路経 由一 〃 一標茶及 び鶴居村両下 久著 呂。

塘路経由 一遠矢 一天ネル。

シラル トロ湖 一塘路 湖。
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釧路経 由一鶴 居。

弟子顧経 由 一屈斜 路 一和琴半島。

〃 一 〃 一川湯。

〃 一阿寒横断 一湖畔。

〃 一摩周岳。

〃 一モ エ リベ ツ。

茅 沼経 由一釧 路川左岸 を塘 路へ至 る。

1.蜻 蛉 目

釧路湿 原の代 表的な昆虫 として まず トンボ をと りあげ

て見よ う。

これまでに釧 路湿原か らは44種 の トンボが 知 られて お

り、その大 部 分 が湿原 の湖 ・旧河川の古 川 、周辺部か ら

釧路川 にそそ ぐ小川 、山間周辺部 のわ き水 池な どで幼生

期 をす ご し、5月 下旬 頃か ら春の蜻蛉 つ まりヨツボシ ト

ンボ、エゾカオジ ロ トンボが出現 し、7～8～9月 と種

類数、個体数 ともに増加 し、一 番 おそ くまで見 られ るア

キアカネは10月 上 旬 頃にな るとほ とん ど見 られな くな ろ

の だ。

我国の トンボの中 では最 も稀少種 の一つであ るエ ゾカ

オジロ トンボは、標茶町ニ ツ山か らは じめて発 見 され 日

本 の フォーナに加 え られ たのだが、現在 なお標茶 町以外

か らは発見 されて いない。全国 的視野 で見 た場 合道東部

の(せ まい視 野で見 た場 合 釧 路 湿 原の)蜻 蛉 は寒地 性の

種 類が繁栄 して いることで、毎年8月 になる と成熟 した

エ ゾ トンボ属 の大群 が大空高 く乱舞す る きまは釧路 な ら

では見 ることので きぬ景 観で あろ う。
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1.カ ワ ト ン ボ 科

1.MnaisstrigataSelysカ ワ ト ン ボ

産 地:標 茶 町:ニ ッ 山.♂,1952.vi.22;♂,1955.

V11.3;阿 寒 湖.2♂ ♂,1953.Vill.3(鈴 木 勇 採 集).

標 茶 町 下 オ ソ ベ ツ ・ ♂,1967.vii.30.

成 虫 の 出 現 期,6～8月.五 十 石 ～ 茅 沼 間 の 釧 路 川 ベ

リ と 阿 寒 湖 に 流 れ こ む 小 川 で 各1頭 を 見 た が 採 集 で き な

か っ た 。 個 体 数 は 少 な い 。

H.イ ト トン ボ 科

2.AgrionlanceolatumSelysエ ゾ イ ト ト.ンボ

ニ ツ 山.♂,1952。vi.8;♂,1953.vii.13;♂,

1962.vii-15;標 茶 町 塘 路2♂ ♂,1957.VI.18.

.6～7月.割 合 少 な い.

3.AgriondesertiyezoensisAsahina

ル リ イ ト ト ン ボ(道 産 亜 種),

ニ ッ 山.3♂ ♂,1954.vi.25;2♂ ♂,1953.vii.2;

弟 子 屈 町 川 湯.♂,1958.vii・9;屈 斜 路.2♂ ♂. 、2♀

♀ ・1958.vii.9;. 、標 茶 町 下 久 著 呂.♂,1968.viii.

1;シ ラ ル ト ロ 湖.♂,1957.ix.15;東 釧 路 ♂, .1969.

V111.10,

6月 前 半 に 出 始 め ρ月 ま で 、 各 地1ζ 最 も普 通 。 ユ965年

10月5日 に 新 鮮 な ♂ が 採 れ た こ と が あ るp.1 、

4.AgrionecornutumSelys .キ タ イ・ト ト ン ギ

ニ ツ 山.8♂ ♂1♀ 、1957.Vii.25一 一viii.30.

7～8月.釧 路 川 に そ っ て 散 在 す る 古 川 に は た い て い

本 極 が 多 産 す る 。 本 罹 は 羽 化 後 山 間 部 へ 移 動 せ ず 湿 原 の

草 原 に い る 。 標 茶 町 字 富 士 町 に.あ っ た 古 川 に も多 産 し た

が ・ こ の 古 川 は 宅 地 造 咳 と し て 町 力鯵 ～うた て て し まっ た 。

我 国 で は 北 海 道 東 部 と 北 部 に 限 ら れ て 分 布 し て い る 。

5.Nehalennia.speci()SS.Charpentier・

カ ラ カ ネ ィ1ト ト.ンボ

ニ ッ 山.4♂ ♂1♀,1958.vii.1～V11.工3';3♂ ♂2♀ ♀,

1959.v藍i.8～viii..3.

7月 上 旬 か ら8月 前 半 に 見 ら れ る 。1962年 と1965年 に

は か な りの 数 が 見 ら れ た 。 北 海 道 セ は 十 勝 の 豊 頃 に 次 い

で 釧 路 湿 原 か ら は1959年 に は じ め て 発 見 さ れ た 。 イ ト ト

ン ボ の 仲 間 と し て は 最 も小 型 種 で 、 山 地 へ 移 動 せ ず 湿 原

の 草 原 に い る 。

6.CercionhieroglyphicumBrauer

セ ス ジ イ ト ト ン ボ

釧 路 市 春 採 湖.1♂,1♀,1971.V111.ユ3(奈 良 岡 弘

治 採 集)

道 東 部 で は 春 採 湖 が 唯 一 の 産 地 ・

7.CercioncalamorumRisク ロ イ ト ト ン ボ

塘 路 湖.9♂ ♂,1967.viii.6;オ ン ネ ム シ.♂,

1969・ix.5.

7月 ～9月.:道 東 部 か ら は1967年 に 発 見 さ れ た もの で

塘 路 湖 が 唯 一 の 産 地 。 塘 路 湖 に は 多 産 す る 。

皿.ア オ イ ト ト ン ボ 科

8.SympecmapaediscaBrauerオ ツ ネ ン トン ボ

ニ ッ 山.♀,1967.ix.15;標 茶 町 ベ カ ン ベ 台(標 茶

営 林 署42林 班)♀,1969.ix.12.

こ れ ま で に2頭 を 採 集 し た だ け 、 標 茶 町 雷 別 で1頭 を

見 た が 採 集 で きな か っ た 。

9.LestessponsaHansemannア オ イ ト ト ン ボ

ニ ツ 山.♂, .1955.V111.25;1♂ ♀,1957.viii.30;

大 楽 毛.♀,1962.viii.12;弟 子 屈 町 モ エ リベ ツ.

4♂ ♂,1969.vii.30;'シ ラ ル ト ロ 湖.2♂ ♂.1957.

viii.30.

7月 後 半 ～9月 前 半 。 や ㌧普 通6

10.Lestes・dryasKirbyエ ゾ ア オ.イ ト トン ボ

釧 路 村 遠 矢.♂,1959.Vill.8.

釧 路 湿 原 か ら採 れ た 唯 一 の 標 本 。

国 内 で は 北 海 道 東 部 ～ 北 部 に 限 ら れ て い る 。

W.サ ナ エ ト ン ボ 科

11.ComphuspostocularisSelysホ ン サ ナ エ

ニ ッ 山.1♂2♀ ♀,1955.V1.10～viii.10.

6月 ～8月 。 少 な い 。

12.TrigomphusmelampusSelysコ サ ナ エ ・

ニ ツ 山.1♂ ♀,1954.V1.20～V71.9;♂,1955..vii.『

6;♂,1963.VI.25;'♀,.1964.V1.25.1

6月 ～8月 。 割 合 少 な い 。,

蓬13
.DavidiusmoiwanusOkumuraイ ワ サ ナ エ

ニ ツ 山.♂ 、1954.、 酒 ・20;♂,1955・vii,6;2♂ ♂,

奪
,1958.vii.22;塘 路.♀,1957.vi.18;中 茶 安 別.2♂ ♂,1 韮

　蕪雑 鱒 杣1
ニ ツ 山'♀1952.vi"・27;釧i路 市 ●♂1953.vin,

3『(塩 路 清 美 採 集)

7月 ～8月.稀 。

V.オ ニ ヤ ン マ 科

15.AnotogastersieboldiiSelysオ ニ ヤ ン マ

ニ ツ 山.2♂ ♂,1956,Vill.12;阿 寒 湖.♂ ・1953・vii・

30(鈴 木 勇 採 集)

　

7月 ～8月 。少 ない。ニ ツ山か らは こ ＼に記録 したほ

かに3頭 採 集 したが標 本の所在不明 。1956年 以 来 まった

く見 られな くな った。

VI.ヤ ンマ科
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3壱8～ix.14;.♂,1965.x.8;♀,1969.b【.16;

禦 釧 路,1♂',1969.Vill.10;屈 斜 路 ♂,1969・vii.

報

鶴 欝 摩 周 岳.♀,1966.vii.10・

7月 に 出 始 め8～9月 。 お そ い 個 体 は10月 上 旬 に も採

れ る 。 普 通 。

20.SomatochlorauchidaiFoersterタ カ ネ トン ボ

ニ ツ 山.1♂ ♀,1955.vii.27～28;♂,1963・V111・

20.

凸7
.月～8月 。 や や 少 な い 。 ・:

21.SomatochloragraeseriaureolaOguma

キ バ ネ モ リ ト ン ボ

ニ ツ 山.1♂2♀ ♀,1953、V711.2～25;♂,1954・

Vii・26;♂,1955.V11.31;♀,1957.vii・25;釧 路

村 天 ネ ル.♂,1968.V111.19.

早 い 年 は6月 に 出 始 め7～8月 ま で 。 や や 少 な い 。

22・SomatochlorajaponicaMatsumura

コ エ ゾ ト ン ボ

ニ ツ 山 ・2♂ ♂',1952.viii.27～ix.22;♂,1953・

viii・16;1♂ ♀,1960・Vill.20;♀ ・1966・Vii・7;

標 茶 町 下 久 著 呂.♂,1968.vii.24;鶴 居 村 下 雪 裡 ・ ♂

1968.V111.11;屈 斜 路.♂,1969・vii.23;塘 路 湖 ・

♀,1971.Vill.1.

6月 に 出 始 め9月 ま で 見 られ る 。 各 地 に 普 通 。 本 邦 で

No.215(1972.3) (5)

は 北 海 道 の 特 産 種 。

23.Somatochloraviridiaenea%riridiaeneaSelys

エ ゾ ト ン ボ

ニ ッ 山.♂,1952.viii.25;1♂ ♀,1953.vii.11;

♂,1955.vii.31;3♂ ♂,1957.V111'・30;塘 路 湖.♀,

1971,viii・・ 」;屈 斜 路.'♀,1969。V11.231摩 周 岳(

第1展 望 台)♀.,1967,viii.15.

6月 後 半 ～7月 上 旬 に 出 始 め8月 に 最 も数 を 増 し9力

い っ ぱ い 見 ら れ る。 各 地 に 多 い 。

24.Epitheca'bimaculatasibirlca$elys・ オ才 トラフ トンボ

ニ ッ 山.・ ♀,1951.vi.11;♀ ポ1953.'vii.26;♂,

1956.V1.20;♂1957.vi.18;♂;1966.'viii.7;

♂,1970.'》i.'7;釧 路 村 達 古 武.♂,1965.'>11.28.

6月 前 半'に 出 始 め7月・ い っ ぱ い 。 や ～普 通 。 春 採 湖 か

ら採 れ た 幼 虫 を 見 た こ と が あ る 。,

W.ト ン・ボ 科

25.OrthetrumjaponicumjaponicumUhler

シ オ ヤ トン ボ

ニ ッ 山.♂,1953.vii.12;♀,1954.vi.20.

6月 ～7月 。 少 な い 。

26.Orthetrumalbistylumspeciosumシ オ カ ラ トン ボ

ニ ッ 山.♀,1956.vii.20;♀,1960.viii.12;♂

1963.Vill.30;♂,1969.Lx.16;塘 路 湖.1♂ ♀,

1971.Vill.3;天 ネ ル 、 ♂,1968.'Vill・19;阿 寒 湖 畔

♂,1958・viii.13(西 川 隆 史 採 集)

6月 ～9月 ま で 。'普 通 。

27.OrthetrumtriangularemelaniaSelys

.オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ

阿 寒 湖 畔.♂,1953・V11・・31(鈴 木 勇 採 集);同.♂

1958.Vill。13(西 川 隆 史 採 集);羅 臼 岳 ラ ウ ス 側 登 山 口

2♂ ♂1♀,V111.12(伊 藤 政 和 採 集).低 地 の 湿 原 に は 棲

息 し な い 。

28.Libe亘lulaqua(irimaculataasahinaiSchmidt

ヨ ッ ボ シ トン ボ

ニ ッ 山.2♂ ♂,1953.vi.18;♀,1954.vi.10;♀,

1957.Vill.16;塘 路 湖.♂,1971.viii.1;標 茶 町 コ

ツ タ ロ.♂,1968.V111.24;弟 子 屈 町 モ エ リ ベ ツ.♂,

1969.vii.30.

5月 に 出 始 め7月 い っ ぱ い で 終 る。 釧 路 湿 原 で 最 も早

く に 出 現 す る ト ン ボ で 各 地 に 普 通 。

29.SympetrumstriolatumimitoidesBartenef

タ イ リ ク ア カ ネ

ニ ツ 山.♂,1953.Vill・16;♂,1955・ 『ix・9;2♂ ♂,

1956。x.5;5♂ ♂1♀,1957.viii.25;111湯 。♂,1967・

Vill.8;摩 周 第 一 展 望.♂,1967.viii-15.

17_
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8月 ～10月 。 多 い 。7月 下 旬 に シ ラ ル ト ロ 湖 か ら発 生

し た 未 熟 の 個 体 が 次 々 と 山 地 へ 移 動 す る の を 観 察 し た こ

とが あ る 。釧 路 市 内 か ら 採 れ た 標 本 も見 た が 分 布 は 広 い 。

30.S.flaveolumflaveolumLinneエ ゾ ァ カ ネ

ニ ツ 山.♂,1957viii・8;♂,1964.ix.12;♂,

1969.vii.22;遠 矢.3♂ ♂,1959.viii.8;塘 路 湖.

♀,1971.viii.1;同.♀,1971.V11・29(北 川 一 馬 採

集)

7月 後 半 か ら9月 。 少 な い 。 し か し 局 地 的 に 多 産 地 も

あ る(た とえ ば 遠 矢)。 本 種 は 国 内 で は 道 東 北 部 の 特 産 種 。

31.S.pedemontanumelatumSelysミ ヤ マ ア カ ネ

ニ ツ 山 ・♀,1955・viii・1;♀,1965.ix.20;♂,

1965.ix.20;川i湯.1♂2♀ ♀,1954・vii・10～V11.30;

同 ・ ♀,1958・vii.9;同 ・3♂ ♂2♀ ♀,1967・viii・8・.

7月・～9月 。 普 通 。 川 湯 に は 多 い 。

32.S.danaeSulzerム ッ ア カ ネ

ニ ツ 山.♂,1953.viii.1;♂,1955.viii.30;5♂ ♂,

1957.vi-e.22;モ エ リ ベ ツ ・ ♀,1969・vii・30;摩 周 岳

♀,1969.viii.17.

8月 ～9月 。 お そ い 個 体 は10月 に も採 れ る 。 各 地 に 普

通 。 釧 路 市 内 ・大 楽 毛 ・釧 路 市 武 佐 ・塘 路 ・鶴 居 村 キ ラ

コ タ ン 崎 な どか ら も記 録 さ れ て い る 。 .

33.S.frequensSelysア キ ア カ ネ

ニ ツ 山.♂,1954.ix.9;3♂ ♂,1956.x.5;♀,

1957.Vill.22。

8月 ～10月 。 各 地 に 普 通 。9月 頃 湿 原 を 群 を な し て 移

動 す る こ と が あ る 。

34。S.darwinianumSelysナ ツ ア カ ネ

ニ ツ 山.♂,1956.x.10(朝 比 奈 正 二 郎 氏 所 蔵)

東 部 か ら は こ の1頭 し か 記 録 に な い 。

35.S・risiy。sicoAsahinaリ ス ア カ ネ(北 海 道 産 亜 種)

ニ ツ 山.♀,1953.viii・24;2♂ ♂,1956.x・5;1♂

3♀ ♀,1957・viii.22;大 楽 毛.♂,1953・Vill・18(稲

沢 優 採 集)

8月 ～9月 。 お そ い 個 体`考10月 に も採 れ る。 普 通 。

36.S.infuscatunSelysノ シ メ ト ン ボ

ニ ツ 山 。'♀,4♂ ♂1♀,ユ9岱 ・viii.1-ix・20;a>1955 .

ix.9;♂1965.x.8;川 湯.♀,1967.viii.8.

8月 ～10月 。 各 地 に 普 通 。

37.S.parvulumBartenefヒ メ ア カ ネ

ニ ッ ロ」.♂,1953.x.2;2♂ ♂2♀ ♀,1957.vii.27～

V111・30;遠 矢.ふ1959・viii.8;鶴 居 村 キ ラ コ タ ン 崎

♂,1971・b【 ・・6(釧 路 市 立 郷 土 博 物 館 所 蔵)

7月 ～8月 。 や ～少 な い 。 しか し局 地 的 に 多 産 地 も見

られ る 。 本 題 は 標 茶 町 ニ ツ 山 産 の 標 本 を も と に して 道 内

に 分 布 す る こ と を 明 ら か に し:(飯 島1957)そ の 後 遠 矢 、 厚

岸(飯 島1959)さ ら に 大 楽 毛 ・別 保 ・塘 路(飯 島1966)

を 記 録 し 、 い ず れ も釧 路 管 内 に 限 られ た が 、 渡 島 管 内 亀

田 町(岡 田 正 光 採 集)札 幌 市 ・千 歳 市(小 山 富 康 採 集 所

蔵)な ど か ら も発 見 さ れ た(飯 島1967)。

38.S.eroticumeroticumSelysマ ユ タ テ ア カ ネ

ニ=ニツ 山.♂,1955.vi茸.10;♂ 」1956.x.5;2♂ ♂2♀ ♀

1957.viii・26;シ ラ ル ト ロ 湖.♀,1957.ix.5;屈 斜

路 湖 ・2♀ ♀,1969・vii・23;遠 矢 ・ ♂,1959.V31.8.

8～10月 。 各 地 に 普 通 。1971年7月 下 旬 に シ ラ ル トロ

湖 か ら羽 化 し た 多 数 の 未 熟 の 本 種 が 次 々 と 山 地 へ 移 動 す

る の を 目 撃 し た 。

39.S.croceolumSelysキ トン ボ

ニ ツ 山.♂,52.ix.28;♀,1953.x・5;♂,1955

1X.9;2♂ ♂,1956.x.10;シ ラ ル ト ロ 湖.2♂ ♂,1957

1X.15;南 標 茶.♂,1965.ix.23.

8月 ～10月 。 や ～少 な い 。 南 標 茶 に は 多 産 地 が 知'ら れ

て い る 。

40.PantalaflavescensFabriciusウ ス バ キ ト'ンボ

ニ ツ 山 ・ ♂,1957.viii:16;♂,1965・lx・10;♀,19

58・x・5;東 釧 路.2♂ ♂,1960・Vill.10;屈 斜 路 ・ ♂,

1969・V11・30;雷 別98林 班 ・ ♀ ・1969・1X・24;下 茶 安

Oil.♂,1969.vii.15.

8～9月 。 や 、少 な い 。 本 種 は 本 州 か ら北 上 し て 来 る

もの で 毎 年8月 に な る と 各 地 で 見 ら れ る 。9月 を 過 ぎ る

と さ ら に 北 上 す る の で ほ と ん ζ 見 ら れ な くな る 。

41.LeucorrbiniadubiaorientalisSelys

カ オ ジ ロ ト ン ボ

ニ ツ 山 ・ ♂,1957.Vill.30;3♂ ♂,1959.viii.3.

7月 ～8月b少 な い 。1般 に 高 山 性 の トン ボ だ が 釧 路

で は 低 地 の 湿 原 に 棲 息 し て い る 。

42.Leucorrhiniainterm.ediaijimaiAsahina

エ ゾ カ オ ジ ロ ト ン ボ

ニ ツ 山 ・3♂ ♂2♀ ♀,1954.v.30;2♀ ♀,1957・V71

1957。vii.30;♀,1965.vi.25;♀,1966.vi.18;2

♂♂2♀ ♀,1967.V1.4～VI.26';2♂ ♂1♀,1968.V1・

27;・3♂ ♂1♀,1970.V1.7;塘 路 湖 ～ シ ラ ル トロ 潮 間 ・

1♂1♀,.1957,vi.18.

5月 に 出 は じ め7月 後 半 が 終 期 。 春 の 蜻 蛉 で あ っ て 、

本 亜 種 は 標 茶 の 特 産 種 。 原 種 は トラ ン ス パ イ カ リア ・レ

ナ 河 上 流 ウ イ ル イ ・ハ ル ビ ン 以 北 ・ア ム ー ル ・ウ ス リー

に 分 布 す る 。 標 茶 町 内 の 産 地 は 本 邦 初 の 発 見 地 で あ る 標

茶 町 ニ ッ 山(朝 比 奈1957)次 い で 塘 路 湖 と シ ラ ル ト ロ潮

間 の 山 頂(飯 島1957)五 十 石 及 び 標 茶 町 ル ル ラ ン(飯 島

孝

ー

ー

ー

ー

4、8_



釧 路 榑 物 館 『報

(飯島1970)雷 別標茶営林署95林 班内(飯

継 酵 見されている・
マ科追加

henopejuliusBrauerギ ン ヤ ン マ

1971.viii・1(笹 誠 司採集)釧 路市立郷土

はじめて発見 された もので、釧路市内で2

鍵 例がある・

ヤマ トンボ斜

脚amphigenaSelysコ ヤ マ トンボ

湖か ら知 られてお り低 地の湿原か らは未発

66)

原 か ら発見可能 種を簡 単に ま とめると次の

トトンボ(十 勝地方に産す る)

鰯讃 ヤノマ(知 床及び屈斜路)
鉱ゼ

幾隷賑鰯綴 蕪 ……も
轟 趣 本所蔵の明記ないものは・れもすべて瀦 が所

璃 してい る。

難 繍rボ(糠 平)

215(1972.3) (7}

こ ㌧ に 記 録 し た 以 外 に も著 者 の 採 集 し た 、 か な りの 数

の 標 本 が 釧 路 市 立 郷 土 博 物 館 と標 茶 郷 土 館 に 寄 贈 し て あ

る が 、 そ れ ぞ れ 寄 贈 目 録 と し て 印 刷 中 な の で 今 回 の デ ー

タ ー に は ほ と ん ど 用 い な か っ た 。

引 用 文 献

飯 島1957:北 海道 釧路 の蜻 蛉 目 につ いて:釧 路博 物館 新聞 ・

No.72,189-192

〃1959:北 海道 の蜻 蛉 目追 記:TOMBO』,(34).31-32

〃1966:稀 少種 の宝 庫道 東 部の ト'ンボに つ いて:釧 路市立 郷

土博物 館 々 穀.職L177,43～46.

〃1967:エ ゾカ オジ ロ トン ボ と ヒ メアカ ネの新 産地:釧 路市

立郷土 博 物 館 々 報 ・NO.190-191,113,

〃1970:釧 路管 内稀 少 蜻蛉 ひか え(1969年 度):釧 路博物 館

々報.1履 ∋D7,27.

〃1971:〃 〃,〃

1210.101.

朝 比 奈1957:本 邦未 録 の エゾ カ オジ ロ トンボ(改 称):昆 虫.25,

{1}32,

参 考 文 献

朝 比 奈1961:日 本 昆虫分 類 図説 第1集 第1部

飯 島1967a:北 海道東 部 か ら未知 の イ ト トンボ':釧 路 市立 郷土

博 物館 々 報 ・!瓢186-198合,89・

石田昇 三1959:エ ゾカ オ ジロ トン ボ の生態 観 察 記録:TOMBO』

(1/2)13.



誠軋
欝

灘
釧路湿原 とその周辺地の昆虫相(H)

才

瀦
整

離

・艶

や

妻紅 鱗翅目(蝶 類>

1職灘区域は蜻蛉類とほぼ同 じコースを調査 した(標 茶

一鶴重点を置いて)・

婁'類数 セセリチョウ科9種

欝 アゲハチ 。ウ科 礪

鑑 、 シ。チ 。ウ科7種
灘 シジ ミチ

ョウ科29種

灘;払 タテハチ ョウ科29種
F霧

ジャノメチ ョウ科10種

醗麟 ・・種が髄 する・(アサギマダラ1ま厚渤 ら1癬

.・:凝 る が 迷 蝶 な の で 除 い た)。

:議 ジ チ ョ ウ.カ ラ フ ト ヒ ョ ウ モ ン.ヒ メ カ ラ フ ト ヒ

膨 シ.ベ ニ・カゲ・ヒメキマダラヒカゲなどは阿寒能 公園内
の山地 に限られ棲息 し、釧路湿原には居ない

幽1、 ミスジチ ・ウとカラフ トヒ・ウモ ンカご一部分・

川ぞいに下 って釧路 市 山花附 近に定着 し、 ヒメキマー

ρ騨 ヒカゲ も一一部厚岸 か ら知 られてい る。 キ タテハ は阿
らド

難 驚離簾雛}llヒ

爵 北 海道特産種は(国 内での)ヒ メウスバ シロチ ョウ:

熱 勧 トタヵネキマ ダラ七七 リ は ゾ ヒメシ・チ ・ウ ・

態!・ ・チ ・ウ・エ ゾ リ・ゴ ・ジ・・イ・ダ・ジ ・・ア錘

騨 ・・カラ・ ト・ ・ウモ ・・ヒメカラフ ト・ ・ウモ

㌫ 〆1シ ロオ ビヒメ ヒカゲ 以上10種 。

,ジ 鋼 的な視野で見た場合カラフト,カ ネキマダ,セ セ

ζ 》:イ シダシジミ:オ オイチモンジなどは稀少種のAク

ーーラスにあげられるが、今後の保護対策を考えるのに稀少

確 のみに限らず、グループごとの対策が必要で具体的な

例は各論でのべる。

最近釧路湿原の自然保護が大 きくさけばれ対策につ一い
'ても種々論じられ

ているが、前回の蜻蛉類の生活圏を湿

原と原野 とわけて見ると、湿原8に 対 し原野2と 表現で

きよう。蝶類を見るとまったく反対で湿原2に 対 し原野

飯 島 一 雄

8と い う割合で あ って、蝶類の保護は いかに周辺の環境

保全が大切 かおわか り戴 けると思 う。

1)各 論 は著 者が釧路 博物館新 聞N・.18-20、1953年 に連

載 した 「釧路地 方の蝶相並 びに発 生消 長について」を も

とに した。 原著 は誤植 が多 く、その後20年 を経 過 しこの

問数 多くの資料や、 新知 見 をも得た し、学名 もか なり改

め られた。生態面 については まだ まだ未知 の ところが 多

いので、 これ を足 がか りと して二度 と著者 と同 じよ うな

虫殺 しをせず生 活史の解明 に前進願 いた いもので ある,,

2)成 虫 の出 現期 は標茶町 を中心観察地 と し、1949年 ～

1952年 の4年 間連 日目測 によ り観察 、初 見 日と月 を3旬

にわけて個体 数の増減 な どをメモ し、上 ・中 ・下旬又は

後半.前 半 などの表現 法 をとった。 この 平均 値は もち論

その後 も継続観察 しか なり正確 な出現期 をつかんだっ も

りで ある。

3)生 態 につ いては実際 に観察 した もののみで、引用の

場合 は明確 にそのむね表現 した。

4)文 中採集 者名の ない ものはすべ て著 者による。

5)資 料 を提供 下 さった方々には採 集者名 を明記 し謝辞

と した。写真 を撮 って下 さった朝比奈英 三博士 、大山佳

邦氏 に厚 くお礼申 しあげる。

6)今 回 用いた資料は著者の所蔵標 本で あって現在はす

べ て釧路市立 郷土博物館 に「釧路管 内産蝶類分類原標本」

として所蔵 されて いる。

7)過 去 に釧路市立博物館並びに標茶町郷土館、和琴 博物館

、に寄 贈 して ある展示 資料は今回はほ とんど用いなかった、,

1.セ セ リチ ョウ科

1.YyrgusmaculaBremeretGreyチ ヤ マ ダラセセ リ

産地:標 茶田丁ニ ツ山:♀,1953.vi.12;♂,1956.v.

25;5♂ ♂2♀♀,1966.v.26～vi・18;3♂ ♂,1968.vi.

8～10;♂1970.vi.6;舜(}一 ∫・屈田丁,ll湯:♂,1951.vi.

24.成 虫 の出現は年1化 。5月 中旬 が発生初期、5月 下

旬か ら6月 上旬 にかけて最も多く6月 中旬に終 わ る。普通 、,・

※博物 館 報Na2{16.P.51.1970;釧 路管 内 産稀 少蜻蛉 おぼ え書 き〔1)で管

内 産蝶 類 を%種 類 と した が脳)種 の あや ま り(ア サ ギマ ダラ を除 いて)

一108一



2.ErymnsmontanusBremerミ ヤ マ 七 七 リ

ニ ソ ロ」:3♂ ♂1♀,1968.v12～vi22,3♂ ♂1♀,

1970.v28～v31,2♀ ♀,1971vi1～vi9

1化 。5月 中 ～ 下 旬 に 出 は し め6月 前 半 が 最 盛 期 、6

月 ド旬 に終 わ る 。 普 通 。

3.Bibaslsaquihnac}盈rysaeghaButlerキ バ ネ七七 リ

ニ ッL1」3♂ ♂,1968.VI}。30;♀,1952.vu.28,

3♂ ♂、1969v】112～vl118,2♂ ♂,1971vin6;

標 茶 町 シ ラ ル トロ 湖 ・ ♂,1971。vm.11;標 茶 町 下 久 蕃

昌:♂,1968.Vill.1.

臓

器騨 ・

灘灘

羅

勢
.

ルぞ

妙
ξ「母

'鑑

㌧

砂一
鞭

〉

ず

雛鰐
ギンイチモンジセセリ.♂.標 茶町産

斑紋変質(右 上が正常)

轍

1化 。7月 下 旬 発 生 初 期 。8月 前 半 が 盛 期 、8月 後 半

が 終 期 、普 通 、塩 気 を 求 め て か 室 内 へ 好 ん で 進 入 す る(原

野 、 山 間 部 の 家 屋 、 畜 舎 、 す み 小 屋 な ど)。

4.LeptahnaumcolorBremeretGrey

ギ ン イ チ モ ン ジ 七 七 リ

ニ ッL1」・ ♂11953v)30;2♂ ♂,1965v】23;ニ

ッ 山 ～ 茅 沼 間:♂ 、1943vin.16,標 茶 町 雷 別:♂,

1971vu.18,雷 別86林 班2♂ ♂,1972vi13.標 茶

田丁蜘≦上 食自戸斤蔵.

1化 。6～8月 の 間 に 採 れ る が 上 記 の7頭 と 、1目 撃

例 が あ る だ け 。

5.Carterocepllalussyvlcola1繍hlkHMatsumura

、ザ

落紙 ドド
㌔ ノ ノ

κ ㌃

緯編麟 裏
㌔
甲

奪
鰐 転
ド∫ ゼ

嘩ら

・し ・ ㌦ ・ ㌦ 手

〃 マ ㎡ ぜ ン 雌 づ

ギンイチモンジセセリ ♀ 標茶町ニツ山産

啄
孫

憂

～

つ
ル孕
帝

・講
参
夢
性

掘麦

呪

へ
乱

嘱
ズ

穿

～

零
牲

、腐

カラフトタカネキマ ダラセセリ 選
鋳

ニ ツ 山 ・ ♀・1949・vi.25;♂ ・1953vi.30;3♂ 転

1956.vi.12;2♂ ♂,1959.vi6;3♂ ♂,1963.vi13

vi.16,♀,1965.vi.22,6♂ ♂,5♀ ♀、1966.V1.

～vii7;5♂ ♂.2♀ ♀,196;vi16～v1.25;5♂

1968vi.20;5♂ ♂,1969.VI.16～vi.22;3♂

1970・ ・10・ 標 茶町ベ カンベ台(標 茶 営林署10淋 毒

♂,1970v113;標 茶 町 雷 別95林 班:♀,1970.v

16;雷 別91林 班:♂1970.vi12;標 茶 町 多勲

2♂ ♂,1967vi.19;標 茶 町 五 十 石:♂,1952.V1.箆

標 茶 町 糖 路.♀,1951vi.23;釧 路 村 タ ッ コ プ:

1968vi.21;同 遠 矢 ・ ♀,1968.vi21.

1化 。6月 中 旬 が 初 期 、下 旬 が 最 盛 期 。7月 前 半 に 終

る。丘 陵 地 に 多 い が 稀 に 湿 原 に も 見 られ る 。本 種 は 国 内
に

は 北 海 道 の 特 産 種 、食 草 は オ オ ア ワ ガ エ リ(前 田1958)'

6.0,hl。d。 。v。na、 。he,c。leaB。tler譲 雲

コ キ マ ダ ラ セ セ り

こ ッ 山:♀,1951.vi23;♂,1952vu12;乏

2♀ ♀,1966vu.28～p(.10;4♂ ♂,1968.vl1.2懸
∵ 懸

陰欝::累繁 饗 糊
1化 。7月 上～中旬が初期、下旬が最盛期 、8月 中健 仙

に終 わ る。 各地 に普 通 。 夙
;

7.ThoressavariaMurrayコ チ ャ バ ネ セ セ リ1・ 、

ニ ッ し臼:♂,1950.vm.18;3♂ ♂,1966.vi.20塚 三

vll.10;♂,1968vi.22,五 十 石:♂,1952.vi.繊 も

ベ カ ンベ 台105林 班:♂,1970.v1.13;雷 別:6{寡 額!

1971.vu18

1化 、 稀 に2化 が 出 る 。6月 中 旬 に 出 始 め6月 下 旬 か



臨 脚 かけて最_、 、、月上旬_.、

麹 畔8月18日 に1頭 採れたことカごある・家畜の糞尿1・

1よ ぐ集まる習性がある・各地にごく普通・食草はエゾミ
ドヰ

、ゼコザサ。

齢 ぞ・1・tremi・p・U・cid・Murray

箋プ『rオ オ チ ャバ ネ セ セ リ

鑑灘評 矯∴謙1繍 ♂倉
欝1繍 ・ ♀

,1952.viii.5、1鯛 第1一 第3躍 間 ・
　ヨ れ

X1966.viii.31.

.灘:善 曲 ・'

駄1撒 灘 鰍 ら8月上旬にかけ

欝 ・一 剖・一 ・・emere・Grey

鍵 シ山、_　 5、 ♂,1叢llrセ リ
灘繊重∵

親 王オオチャバネ七七リに似ているので同定には注

必 要、確実な標本は上記の2頭 と釧路市内から採れ
　 じ

・欝頸 を見て いる(鈴 木晋 一採 集1958x1.所 在 不明)。
'r夢轟

セセ リチ ョウ科 について臨
　・

_科 の 蝶 は9種 棲息 して ミヤマセセ リとチヤマダラ

.譲 ηは春の蝶,カ ラフ トタカネキマ ダラ七 七 リは初夏

難 織 りの6種 は初夏か ら夏 に出現す る。 湿原と山地の

麟 輿を区別する・とは鯉 であ・てそのいずれもが生
で ある、,どちらか とい うとカラフ トタカネキマダラ

繋 置!は原野一山地の尾根の附近に多く・ミヤマセセ リ

馨鍵 ダラセセリは源 周辺の願 などの醐 地に多く
にも見られ る。 これは 食草:であるキジムシロや ミズ

議 　厩)に よるもので行動其月には湿原周辺部にも降

、翫 いる。
継継乳
一弊宅H.シ ロチョウ科

爵 シ:Ap。,isera,aegi。dherb。1Fr。lts,。,f。,

エ ゾ シロチ ョウ

慧 眞
厄難懇;挙 ツ111:♂

,1951.vii.10;♂,1952.vii.21;4♂ ♂,
レ

・ 珀66.。ii .10～ 。ii.26,♂,1969.vii.22.層 ・
　な

響 ン‡化・6月 下旬～7月 上旬が初期 ・7月 中旬が最盛期

難難燃驚 鰻
r

r

モ ン シ ロ チ ョ ウ

、 一 ツLh:春 誓襲.♀,1956.{v.23;1♂ 。4♀ ♀,1970.

蕃'vi
・6～vi 。11;雷 別91林 班:2♂ ♂,1970.v.18;弟 子

屈[町 ビ ル ワ:♂
,1966.vi.15.

一 ツ 山:夏 型 。 ♂,1951.viii.11;1♂.2♀ ♀,1966.

viii.4～viii
.28.

2化 、 春 型 は4月 下 旬 か ら5月 上 旬 に 出 始 め6月 中 旬

頃 に 終 わ る 。 夏 型 は7月 後 半 に 出 始 め ・8月 中 ～ 下 旬 が

最 盛 期 ・8月 下 旬 ～9月 上 旬 頃 が 終 期 。食 草 は キ ャ ベ ツ

ダ イ コ ン ・ 野 生 植 物 で は コ ン ロ ン ソ ウ な ど 。 年 に よ り激

減 す る が(1951年 の 春 型 、1952年 の 夏 型 は ほ と ん ど 見 ら れ

な か っ た)寄 生 性 の 蜂 な ど が 原 因 。 各 地 に 普 通 だ が 山 地

や 湿 原 よ り も畑 の 周 辺 部 に 多 い 。

12JPier{smelete4Mざn6tri6sス ジ グ ロ シ ロ チ ョ ウ

春 型.ニ ッ 山:♀,1951.v.16;2♂ ♂1♀,1952.v.

20～v.28;2♀ ♀,1966.vi.18～20;♂,1970.vi.10;

雷 別:2♂ ♂,1970.v。27～30.

夏 型.ニ ッ 山:♂,1951.viii.5;1♂3♀ ♀,1952.

viii.2～16;♂,1969.viii.12;下 久 著 呂:♂,1968。

viii.1;川 湯:♀,1966.v{h。31.

2化 、 春 型 は5月 中 旬 に 出 始 め ・ 最 盛 期 は5月 下 旬 ・

終 期 は6月 前 半 。 夏 型 は7月 後 半 に 出 始 め 、8月 上 旬 が

最 盛 期 、 終 期 は8月 下 旬 頃 、 各 地 に 普 通 。

13.PierisnapinesisFeruhstorfer

エ ゾ ス ジ グ ロ シ ロ チ ョ ウ

春 型.ニ ツ 山:1♂ ♀,1951.v.15～22;2♂ ♂1♀,

1971.vi.1～9;雷 別:♂,1970.v.27.

夏 型.ニ ツ 山:♂,1951.IX.15;1♂2♀ ♀,1952.

vii.27～31;♀,1957.vii.28;3♂ ♂1♀,1966.vi{i.

8～28;下 久 著 呂:♂,1968,vi{i.1;川 湯:1♂ ♀

1969.viii.1;屈 斜 路:1♂ ♀,1969.vii.23.

2化 。 春 型 は4月 下 旬 か ら5月 上 旬 に 出 始 め 、 最 盛 期

は5月 中 旬 、 終 期 は6月 中 旬 ・ 夏 型 は7月 中 ～ 下 旬 に 出

始 め,8月 前 半 が 最 盛 期,終 期 は8月 下 旬 頃 。 出 現 期 は

前 程 よ り や や 早 い 。 各 地 に 普 通 。 食 草 は コ ン ロ ン ソ ウ 、,

14.LeptideamorseiFentonエ ゾ ヒ メ シ ロ チ ョ ウ

春 型.ニ ッ 山;♂,1950.v.11;♂,1951.v,4;

2♂ ♂,1966.vi.20;1♂2♀ ♀,1970.v.28～31;桑 票

茶 駅 う ら:♂,1969.viii.9(森 正 光);雷 別91林 班:

♂,1970.v.18;同92林 班:2♂ ♂,1970.v.24;同

95林 班:1♂ ♀,1970.v.30～31;同98林 班:1♂ ♀,

1970.v.25～27。

夏 型.ニ ッ 山:♀,1951.vili.11;2♂ ♂,1966.viii.

10～25;♀1968.viii.6;2♂ ♂1969.viii.14;シ

ラ ル トロ 湖:3♂ ♂1♀,1968.vii.31;下 久 著 呂:7♂ ♂,

1968.viii.1;雷 別:2♂ ♂,1969.viii.11。

2化 。 春 型 は5月 中 旬 に 出 始 め 、 最 盛 期 は5月 下 旬 、

終 期 は6月 前 半 。 夏 型 は7月 後 半 に 出 初 め 、8月 上 旬 が

最 盛 期 、 終 期 は8月 下 旬 。 ヒ メ レ ン リ ソ ウ に 産 卵 す る の

を観 察 し た 。 葉 の 表 面 に も4卵 を 産 付 し た 。 そ れ ぞ れ1

卵 ず つ 産 付 す る。 各 地 に 普 通 。



15.AnthocarisscolymusButlerツ マ キ チ ョ ウ

ニ ッ ロ」:1♂,1942.v.15;1♂,1943.v.28;♂,

1950.vi.8;♂,1965.vi.20;♀,1964.vii.22;

4♂ ♂,1966.v.26～vi.19;1♂ ♀,1968.vi.8;♂,

1970.vi.6;土 層路:♂,1948.v.30;雷 別92林 班:♀,

1970.v,29.

1化 。5月 下 旬 に 出 始 め6月 下 旬 頃 終 わ る 。 お そ い 個

体 は7月 に 採 れ た こ と も あ る 。本 科 で は 最 も数 が 少 な い 。

16.ColiaseratepoliographusMotshulsky

モ ン キ チ ョ ウ

ニ ッ 山:♀,1949。vii.11;♀,1951。v.29;♂,

1955.ix.14;1♂2♀ ♀,1966.vi.13～25;3♂ ♂1♀,

1969.viii.26～x.15;♂,1970.vi.6;下 久 著 呂:

♀,1968.viii.1;弟 子 屈 町 下 鈷 別:♂,1969.viii.18;

ビ ル ワ:♂,1966・vi.15;摩 周 第1～ 第3展 望 間:

♂,1966.vii{.310

2化 。5月 中 ～ 下 旬 に 出 始 め 、6月 中 旬 が 最 盛 期 、 終

期 は6月 下 旬 ～7月 上 旬 。2化 と 考 え る も の は8月 中 ～

下 旬 に 出 始 め 、9月 下 旬 ～10月 上 旬 に 最 も 数 を 増 す 。 晩

秋 ま で 見 られ る の で 成 虫 越 冬 か と も思 わ れ た が 、 春 の 出

現 が 蜻 態 越 冬 の モ ン シ ロ チ ョウ 、 エ ゾ ス ジ グ ロ シ ロ チ ョ

ウ よ り も 遅 い こ と 、 こ れ ま で に 一 度 も 成 虫 越 冬 中 の 個 体

を 見 た こ と が な い こ と な ど か ら 、 卵 態 か 若 令 幼 虫 で 越 冬

す る も の と思 う。 各 地 に 普 通 。

シ ロ チ ョ ウ 科 に つ い て

本 科 は7種 棲 息 し ツ マ キ チ ョ ウ を 除 い た6種 は 各 地 に

普 通 。 エ ゾ シ ロ チ ョ ウ と ツ マ キ チ ョ ウ は 年1化 で 他 は 年

に2回 出 現 す る 。 エ ゾ シ ロ チ ョ ウ の 食 草 で あ る エ ゾ ノ コ

リ ン ゴ は 年 々 切 ら れ る い っ ぽ う で 、 他 に か わ る 食 草 は 釧

路 周 辺 に は エ ゾ ノ ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ な ど だ が 、 湿 原 中 に あ

る 食 掛 は っ と め て 残 し て 置 き た い も の で あ る 。 本 科 の も

の は 湿 原 中 に も 見 受 け る が 周 辺 の 沢 地 に 多 い 。

皿.ア ゲ ハ チ ョ.ウ科

17.YarnassiusglacialisButlerウ ス バ シ ロ チ ョウ

ニ ッ11」:♂,1947.vii.20;1♂ ♀,1950.vi.27～30;

♀,1956.vi.16;5♂ ♂,1966.vi,25～26;♂,1967.

vii,2;♂,1971.vii.3:多 和:2♂ ♂1♀,1967.vi.

11～19;雷 別95林 班:2♂ ♂,1970.vi.16;同98林 班:

♀,1970.vi.12;川 湯:♀,1956.vi.17;釧 路 市 内:

♂,1956.VI。17(鈴 木 晋 一);細 岡:♂,1956.V1・11

(鈴 木 晋 一)。

1化 。6月 中 旬 に 出 始 め 、 最 盛 期 は6月 下 旬 、 終 期 は

7月 中 旬 。1951年 に は1旬 お く れ て 発 生 し た 。 釧 路 川 を

中 心 と して の 分 布 は 、 標 茶 町 が 次 種 と の 混接 地 で 上 流 に

行 く に つ れ て 本 種 は 少 な く な り 、 下 流 か ら海 岸 に 近 く 本

種 が 多 く 見 ら れ る 。

18.ParnassiusstubbendorfiihoeneiSchwe{tzer

ヒメウスバ シロチ ョウ

ニ ッ 山:♂,1954.vii.9;標 茶 高 校 前:♂,19

VI.20;南 標 茶:♂,1953.vi.26;厚 生 入 口:4♂

1969.vii.5;多 和:5♂ ♂,1967.vi.19;同:8♂

1966.vii。14;コ ッ タ ロ:♂,1967.vi.19;ペ カ ン

台42林 班:♂,1971.vi.3;小 清 水 町 野 川=5♂ ♂,19

vi,29.

1化 。6月 中 旬 に 出 始 め 、6月 下 旬 ～7月 上 旬 が 最

期、終期は7月 後半。本種の分布は前程とは反対に榎

町五十石～茶安別附近を混接地 として海岸へ下がる1

れて前程が、山地へのぼるにつれて本種が多くなる。

か し白糠のように海岸に近い地点から本極が採集 され

いる。食草は釧路では未確認だがエゾキケマ ン・エソ

ンゴサクを食べているこのは確かであろう。

19.PapiliomaackiitutanusFenton

ミヤ マ カ ラ ス ア ゲ ノ

春 型.ニ ッ 山:・1♂ ♀,1969.vi.21;1♂,1970.

31.

夏 型.ニ ッ 山=2♂ ♂,1966.viii.30;3♂ ♂,1968

V111.4～30;摩 周 第1～ 第3展 望 間:1♀,1966,vlii.3

2化 。5月 中旬に出始め、最盛期は6月 上旬、終期

6月 下旬。夏型は7月 中～下旬に出始め、最盛期 は8

上旬、終期は8月 後半。各地に普通。1964年 頃に激減

たことがある。それから4年 程は稀にしか見られず19

年頃からわずかずつ回復 し1971年 にはやや もとにもと

た。原因は食草には大 きな変化がなかったので寄生性

天敵 によるもの と推定 している。食草 はヒロバノキハ ダ

20.PapiliobianordehaaniiCetR.Felder

春 型.ニ ッ 山:1♂,1951.vi.14;

14～23;2♂ ♂1♀,1970.v.21～31.

夏 型.ニ ッ 山:1♂,1965.1X.12;

24.

カラス アゲハ

4♂ ♂,1966.

1♀,1967.v

2化 。前程 よ り1旬 程 お・そ く出現 す る。1949年 、1950

に は 夏型が、1952年 には春夏型 ともまった く見 られ な

った。 この頃 までは前種 よりは るかに少 ない ものだ っ

が、前程が激 減 した頃か ら(1965年 よ り)異 常に 多 く

られ るよ うに なった。食草は釧路 では未確 認だが、 ヒ

バ ノキハ ダを食べ る。

21.PapilioxutlwsLinneア ゲ ハ

春型.ニ ッ山:'1♂,1959.vi.4;1♀,1967.v.

～♂♂,1968.vi.8;2♂ ♂,1970.vi.6～14;雷

3♂ ♂1♀,1970.v.18～25;標 茶 駅 裏:2♂ ♂・19



蕪18(森 正 光);斜 里町 美咲:1♂,1959.v.26(松
垂∴一

葦 章 〉・

、夏 型 ・ 川 湯:1♀1953・viii・17(米 塚 貞 一)同:1♀ ・

}糞{輝viii ・8;ベ カ ン ベ 台 ・8♂ ♂2♀ ♀・1969・ ・III・20

ま　

}墾%;ニ ッ 山:♂,1963.vi{i.10;五 十 石:1♂,1968.
ぎ
線 、.,2;斜 里 岳:4♂ ♂,1967,viii.16.
蚕

化。春型は5月 後半に出始め6月 後半に終わる。夏

7月 後半に出始 め9月 上旬に終わる,、本種は1960年

では稀少種で、川湯が比較的多産地として知 られて

。1965年 頃から釧路湿原の周辺でも採集例がいくつ

られ年 ごとに各地で目にっ き、1969年 には標茶町べ

騨 バ 台～雷別地区に多産地醗 見されるに至・た・こ
難》地区 ではキ アゲハ よ り多い。食草は ヒロバ ノキハ ダ。

舞 鉱 ・・一 ㎞ ・・PP… 　 sC・ ・R.Feld・ ・

郵 一3ン キアゲハ
罫
轡 型.ニ ッ 山:2♂ ♂1♀,1966.v.20～vi.12;1♂,

鱒 ・ ・i.8;雷 別92林 班 ・1♀ ・1970…24・

鞍 型 ・ ニ ツ 山:1♂,1966.viii.31;1♀,1968.

lr㍉15;1♂,1969.Vill.18;下 久 著 呂:1♀,1968.

li1;摩 周 岳:1♀,1969.viii.17.(上 士 幌 町 み っ

た:♀,1970.V].5)

灘 る鷲繍 購 墓1、籍禦舗 鵜r
難 癖 半に最も多く、 ・月下旬・・終わ・。各地 に甑

騨 はエゾオオバセ ・キ玖 セ リ・二・ジ・など・
:鶴 ア ゲ ハチ ョウ科について

嚢鉾 科は釧路地方に礪 知られていて・のすべてが湿原
毒周辺に も棲 息 して いる。 ミヤマ カラスアゲハ 、 カラス ア
み

穿撃卵、アゲハ、の幼虫はヒロハノキハダを食べているが

摯ζの3種 は他の植物(釧 路に自生 しているものの)に 依

春やきないので、食樹の保護が必要であろう。

.キアゲハの食草は各種のセリ科植物を食べるので問題

書 ないが・ ウスバ シ・・ ヒメウスバ シ・・ はエ ゾキケマ
ノな ど の エ ン ゴ サ ク 科 植 物 に 限 ら れ る の で こ の 食 草 の 保

尋 蔓も キ ハ ダ と と も に 見 の が す わ け に は い か ぬ だ ろ う。

ハ1.シ ジ ミ チ ョ ウ 科

2aArtopetespryeriMurrayウ ラ ゴマ ダ ラ シ ジ ミ

こ ツ 山:1♀,1951.vii.28;1♂ ♀,1956.vii.28

～30;1♂
,1965.viii.4;ベ カ ン ベ 台:1♀,1969.

vln.21 .

1化 。7月 中 旬 に 出 始 め 、 最 盛 期 は7月 下 旬 ～8月 上

旬 、 終 期 は8月 後 半 。 各 地 に 普 通 。 食 樹 は ハ シ ド イ 。

24.UssurianastygianaButlerウ ラ ギ ン シ ジ ミ

釧 路 産 シ ジ ミチ ョ ウ 科 の 中 で は 稀 少 種 。 こ れ ま で に 川

湯(飯 島1970)厚 岸(前 田1956)、 細 岡 、 釧 路 村 仙 鳳 趾

釧 路 市 三 津 浦 、 雄 別 、 和 琴 半 島(鈴 木1965}な ど か ら知

ら れ て い る 。 年1化 。7月 下 旬 ～8月 下 旬 ま で,

釧 路 地 方 で の 食 草 は 未 確 認 。 エ ゾ イ ボ タ か ア オ ダ モ と

推 定 す る 。

25.JaponicaluteaHewitsonア カ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♀,1952.vii.30;下 久 著 呂:1♀,1968.

viH.1;雷YN:1♀,1971.viii.10.

1化 。7月 中 旬 に 出 始 め 、8月 上 旬 が 最 盛 期 、8月 後

半 に終 わ る,,各 地 に 普 通 。 食 草 は ミズ ナ ラ。 食 掛 の 梢 上

に 多 く、 午 後 か ら 活 発 に 乱 舞 す る 。 食 草 の 関 係 か ら湿 原

に は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。

26.ShirozuajonasiJansonム モ ン ア カ シ ジ ミ

ニ ツ 山:1♂,1949.Vill.30;1♀,1949.ix.9;

1♀,1955.ix.9.

1化 。8月 上 旬 に 出 始 め9月 上 旬 に 終 わ る 。 少 な い 。

食 草 は 釧 路 地 方 で は 未 確 認 だ が カ シ ワ に 産 卵 す る は ず 。

湿 原 に は 見 られ な い 。

27.AntigiusattiliaBremerミ ズ イ ロ オ ナ ガ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♀,1952.viii.25;雷 別88林 班:♀,1971.

ix.8.

釧 路 産 シ ジ ミチ ョ ウ 科 の 稀 少 種 。1化 。7月 下 旬 に 出

始 め9月 上 旬 が終 期 。 細 岡(鈴 木1965)か ら も わ ず か 採

れ て い る 。 食 草 は ミ ズ ナ ラ 。 湿 原 に は 見 られ な い 。

28.A.butleriFentonウ ス イ ロ オ ナ ガ シジ ミ

ニ ッ 山:1♂2♀ ♀,1952.vii.28～31;1♂,1956.

viii.13;1♂,1969.viii.14.

1化 。7月 下 旬 に 出 始 め 、8月 上 旬 が 最 盛 期 、 終 期 は

8月 中 旬 。1952年 に は 多 発 し た 。 食 草 は ミズ ナ ラ 、 カ シ

ワ 。 ミズ ナ ラ の 太 い 枝 の 分 岐 点 附 近 の シ ワ 深 く 産 付 して

あ る 卵 は 、 本 種 の 場 合 が 多 い 。 湿 原 に は 見 ら れ な い 。

29.AraragientheaJansonオ ナ ガ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♂,1947.viii.30;1♂.1951。viii.9。

1化 。7月 下 旬 ～8月 上 旬 に 出 始 め 、8月 中 旬 が 最 盛

期 、8月 下 旬 か ら9月 上 旬 に 終 わ る 。 食 草 は オ ニ グ ル ミ

食 樹 の あ る と こ ろ に は た い て い 本 権 が 居 る 。 オ ニ グ ル ミ

以 外 の 樹 木 は 食 べ な い 。

30.WagimosignataButlerウ ラ ミ ス ジ シ ジ ミ

ニ ッ 山:2♀ ♀,1952.vii.30-viii.30;3♀ ♀,1954.

v.31～VI.2;1♀,1955.viii.1;3♀ ♀,956.v.

30～vi.1(林 慶 氏 の 飼 育 に よ る)。

1化 。7月 下 旬 に 出 始 め 、8月 下 旬 頃 が 終 期 。 食 草 は

ミ ズ ナ ラ 、 カ シ ワ δ 湿 原 に は 見 ら れ な い 。

31.FavoniussaphirinusStaudinger

ウ ラ ジ ロ ミ ド リ シ ジ ミ

ニ ツLl」:1♂ ♀,1952.vii.31～viii.16;1♂ ♀,1956.



viii.6～10.

1化 。7月 下 旬 に 出 始 め 、 終 期 は8月 下 旬 。 や や 少 な

い 。 湿 原 に は 居 な い 。 食 草 は カ シ ワ。

32.F.orientalisMurrayオ オ ミ ド リ シ ジ ミ

ニ ッ1⊥1:1♀,1951.vhi.14;1♀,1953.viii.16;

1♀,1956.viii.10.

1化 。7月 下 旬 に 出 始 む 。8月 上 旬 が 最 盛 期 、8月 後

半 が 終 期 。 各 地 に 普 通 。 食 草 は ミズ ナ ラ 、 カ シ ワ 。 湿 原

に は 居 な い 。

33.F.cognatusStaudingerジ ョウザ ン ミ ドリシジ ミ

ニ ッ 山:1♂,1950.vii.31;1♂ ♀,1952.vii.30～

VIII.2;1♂,1956.viii.10;3♂ ♂.1957.Viii.8～18;

f唐路:1♀,1951.1X.7.

1化 。7月 下 旬 に 出 始 め 、8月 下 旬 ～9月 上 旬 に 終 わ

る 。 や や 少 な い 。 食 草 は ミズ ナ ラ 。 湿 原 に は 居 な い 。

34.F.jezoensisMatsumuraエ ゾ ミ ド リ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♂ ♀,1949。vii.24～viii.4;1♂,1950.

vii.23;1♂2♀ ♀,1952.V71.28～31;1♀,1954.VII,

30;2♂ ♂,1955.vii.28;1♀,1956.vii.26;1♀,

1970.vi鷲.4.

1化 。7月 下 旬 に 出 始 め 、8月 上 旬 が 最 盛 期 、8月 下

旬 に終 わ る 。 食 草 は ミ ズ ナ ラ 。 湿 原 に は 居 な い 。 各 地 に

普 通 。

35.F.ultramarinushayashiiShirozu

ハ ヤ シ ミ ド リ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♀,1952.V111.31;2♂ ♂1♀,1953.Vii.

30～viii.16;1♂,1957.viii.18;1♂.1971.v{ii.10。

1化 。7月 下 旬 に 出 始 め 、8月 後 半 ま で 。や や 少 な い 。

食 草 は カ シ ワ 。 湿 原 に は 居 な い 。

36.NeozephyrustaxilareginaButlerミ ドリ シジ ミ

ニ ッ ロ」:1♂,1951.vii.28;i♀,1952.viii.4;

2♀ ♀,1966.LX.1～6;1♀,1968.viii。2〔 、;1♀,

1967.v毒 言i.15;2♂ ♂」1971.viii.6.

1化 。7月 後 半 に 出 始 め 、8月 前 半 が 最 盛 期 、9月 上

旬 に終 わ る。 各 地 に 普 通 。 湿 原 に 多 発 す る こ と が あ る 。

食 草 は ハ ン ノ キ 。

37.'ChrysozephyrussmaragdinusBremer

メ ス ア カ ミ ド リ シ ジ ミ

ニ ッ1」」:1♂,1949.vii.24;1♀,1950.vii。15;

2♂ ♂1♀,1956.Vii.12～26;1♂,1957.vi.2;4♂ ♂

1969.viii.14.

1化 。7月 下 旬 に 出 始 め 、8月 上 旬 が 最 盛 期 、8月 下

旬 に 終 わ る 。 各 地 に 普 通 。 食 草 は エ ゾ ヤ マ ザ ク ラ 、 ミヤ

マ ザ ク ラ 、 エ ゾ ノ ウ ワ ミズ ザ ク ラ な ど 。 食 樹 の エ ゾ ノ ウ

ワ ミズ サ ク ラ が 湿 原 に も あ る の で しば しば 見 受 け る 。

38.C.aurorinusOberthurア イ ノ ミ ド リ シ ジ ミ

ニ ッli」:1♀,1949.ix.6;2♂ ♂1♀,1952.vii.28

層～30;1♂,1955.viii.1;1♀,1956.viii.6;1♂ ,

1968.viii.6;1♀,1969.ix.17;2♂ ♂,1971.viii.

12～18;雷 別:2♂ ♂,1971.Vill.18.'。

1化 。7月 後 半 に 出 始 め 、8月 前 半 が 盛 期 、8月 下 旬

に 終 わ る 。 食 草 は ミ ズ ナ ラ 。 卵 は 休 眠 芽 の も と に1～ ・

2卵 ず つ 産 み つ け(梢 上Q芽 に 多 い)卵 で 越 冬 ・5月 中 ∫

～ 下 旬 に 孵 化 す る 。 各 地 に 普 通 。 湿 原 に は 居 な い 。 穀.

39.S・rym・nidi・w-alb・mfen・ ・niB・ ・1・・ 欝F。

　ぎ

カ ラ ス シ ジ ミ 潔

ニ ツ 山:1♂.1951.vii・28;1♂,1952・Vii.30ポ

1♂,1956,vii.30;1♂,1962.vii.16;弟 子 屈 町 丸 魂 　

山:2♂ ♂2♀ ♀,1969.viii.1.

1化 。7月 下旬に出始め、8月 前半が最盛期、8月 ≠ 熱5
きご　　

旬に終わる・各地にやや甑 餌 は・・ルニレ・溺 触 、
隷も見受ける。

釧路産ゼフィルス類について
　み

ほ じ

以上17種 の生態はほぼ共通 している。成虫は年1化 礁

7月 後半に羽化が始 まり、8月 前半が最盛期、8月 下鱗麓羅

から9月 上旬に終わる。 蠣繧

秋季母蝶は食樹(木 の葉を食べる)の 休眠芽附近、鱗

被、枝の分枝附近、樹幹のシワ内部などに産卵。卵で越灘

冬。孵化は5月 後半、休眠芽の萌える頃と一致する。'㌃.

食樹 はウラゴマ ダラがハ シ ドイ。 メスアカ ミ ドリが潔 嚢

ゾヤ マザ クラなどのバ ラ科。 ミドリシジ ミが ハ ンノギ 騰

オナ ガシジ ミが オニ グル ミ、 カラス シジ ミがハ ルニ レ

残 りのすべて が ミズナ ラ又は カシワを食べ る。 ざ磯`

つ まり ミズナ ラは12種 の ゼフの生活 を支 えているのや律「

あって、単食性の彼等は他の樹木にたよることができ嬢.

いので食樹を短 ・とは即繍 なのである・髄 融 磯

一途 に あるオニ グル ミも当然保 護樹 種の一 つ である。∫.,,

文 中 で普 通 とか稀 と表現 したが、環境 が 自然状態の選馨

まの場合であ。て、最近のような宅地戯 燗 模蝿 蒙'』

化の進行した地域には当てはまらな・轍 等は鯛 の擁 懸

広葉樹林帯が楽園であるから湿原のど真中では生息蚕篭

能で・ハ ・・キのあ・附近にのみ ・ド'・シジ・硬 鱗
,

乾燥 している河川の流域 に自生 して いるハ シ ドイ、〈ル薯

ニ レ、 オニグル ミにはカラスシジ ミ、 オナガ シジミ ウ傭

うゴマ ダラシジ ミなどが、エゾ ノウワ ミズサ クラには婆 遡.

スアヵ・ドリ覗 受けられる.大 部分は湿原周辺部あ窮購

野か ら山地 にかけて髄 している.融 は午前中1よ継 繋

の葉 に静止 している塒 には下草1・も階 ている.斜 灘

縄張りを持ち同種外の蝶類が進入 して来ても猛然と攻準層穰

を加えて圏外へ追い出す.午 後になると繍 ・御 鋼 筆



淘朗 朗 阿 コη ハ輔._

彦となり追 うもの追われるもの梢上の乱舞は午後4時 頃

}壕大となる。

RapalaarataBremerト ラ フ シ ジ ミ

凋';ニツ01:1♀,1952 .vii.15;1♂,1953・vi.14;2♂ ♂,

970.v.31～vi.8;雷 別91林 班:1♀,1970・v,18;

纏湯:6♀ ♀,1953.vii.12;雄 β可寒 岳:2♂ ♂3♀ ♀,1953.

頭 銘 ・

覧 月 下 旬 頃 出 始 め 、7月 中 旬 頃 ま で の 間 に 採 れ る が 少

。阿寒 山系 には少 なか らず 。2化 が出 るとい うが釧

鍵は 未 確 認 。 食 草 も 未 確 認 だ が ク サ フ ジ を 推 定 。
Ahlb,,gi。ferreaBut]。,コ ツ バ メ

ッ1」」:1♀,1951、v.27;1♀,1957.1V.25;

2♀ ♀,1966.V.26;1♂,1970.v.28;雷 別91林

1♀,1970.v.18.

「 化 。4月 下 旬 ～5月 上 旬 に 出 始 め 、5月 中 旬 が 最 盛

6月 上 旬 に 終 わ る 。 各 地 に 普 通 。 食 草 ホ ザ キ ノ シ モ

、 蕾 に 産 卵 す る の を観 察 し た 。

StrymonidiaprunijezoensisMatsumura

エ ゾ リ ン ゴ シ ジ ミ

箋難 化。弟掘 馴 湯1♀.1956年 ・月・・日(飯 島1鵬
「欝

、・と釧路市桜田、これに隣接 した阿寒町か拗 虫が発

llれ た(宇 野1966)。 食 掛 は エ ゾ ノ ウ ワ ミズ サ ク ラ。 食

_ 、,の 多 い 標 茶 町 か ら は ま だ 発 見 さ れ な い 。

LycaenaphlacasdaimioSeitzベ ニ シ ジ ミ

襲蹴 鵬 搬111,}覧;、、}9瓢鰯
　
.,・,=1♀,1969.vii.4;下 オ ソ ベ ツ ゴ1♀1966,vii.

' 駄 五 柘 ・1♂,195・.・iii.12・ 天 ネ ル ・1♂,19銘.

撚 撒 播 骸 塩 夏型は、月中一
すノ

些、叢 勧 こ出現。各地 に居るが多 くない。弟子屈町仁伏附近

一 難 多産す・.鰍 釧路では未・雀認猷 ヒメスイバ
騨 驚 ヅ ノ ギ シ ギ シ を 食 べ る は ず 。

LampidesboeticusLinneウ ラ ナ ミ シ ジ ミ鐙

戴慧 蹴 鞠響鍵1ご忌
秘 磯 場所がすべて太平洋岸か ら近 、、地点である。と.

翼裸集月日が8月 下旬から10月上旬であること。採集年が

関 聯 種の北上傾醐 でありしか も本種は著 名な 破 り」

∵一,を 行な うこ とが知 られ てい る点 を判断 して も、釧路での

本極は蜻蛉の ウスバ キ トンボ と同 じよ うに渡 りの一部 が

唆 どり着 いた もの と判断 したい。

45・Everesargiades・hellotiaMenetries

ツバ メ ンン ミ

二二 ッd」:1♂,1949.viii.28;r♀,1951.v.26;

2♂ ♂,1968.vi.2～viii.6;2♂ ♂,1969.vi.10;

1♂2♀ ♀,1970.v.31～vi.11;下 久 著 呂:2♂ ♂,1968.

viii.1;達 古 武:1♂,1968.vi.21.

2化 。5月 中 一 下 旬 に 出 始 め 、6月 上 旬 が 最 盛 期 。6

月 下 旬 が終 期 、7月 下 旬 か ら2化 が 出 現 し8月 後 半 に 終

わ る,,食 草 は 釧 路 で は 未 確 認 だ が 、 マ メ 科 の エ ゾ ヤ マ ハ

ギ 、 クサ フ ジ 、 シ ロ ツ メ クサ な ど を 食 べ る は ず 。 各 種 に

普 通 。

46.CelastrinaargiolusladonidesdeI'Orza

ル リ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♀,1952.v・19(飯 島 安 雄)1♂1♀,1956.

vi.12-16;1♂,1963.v.11;1♂ ♀,1966.vi.5

～18;1♂ ,1970.vi.11;下 オ ソ ベ ッ:1♂ 、1966.vii.

17;下 久 著 呂:1♀,1968.viii.1;ベ カ ンベ 台;1♂,

1970.vi.13;語 別88林 班:3♂a,1971.vii.18;屈 斜

路:1♂,1969.vii.23.

2化 。5月 中 ～ 下 旬 に 出 始 め 、6月 前 半 が 最 盛 期 、6

月 下 旬 に 終 わ り2化 は7月 後 半 頃 か ら 出 現 し8月 後 半 ま

で 。 食 草 は 釧 路 で は 未 確 認 。 マ メ 科 の ハ ギ 類 を 食 べ る は

ず 。 各 地 に 普 通 。 前 程 と と も に 路 上 の 水 た ま り 、 家 畜 や

野 鳥 の 糞 尿 、 湿 原 の 水 辺 な ど に 群 れ を な す 。 最 近 の よ う

に路 面 が 舗 装 さ れ た り 、 道 道 、 国 道 上 を 歩 く 馬 が ま っ た

く 見 ら れ な く な り 、 車 両 の ふ え た こ と な ど か ら路 上 で の

大 群 の 吸 水 光 景 は 、 環 境 の 破 壊 さ れ な い 田 舎 道 を 除 い て

は 見 ら れ な く な っ て し ま っ た 。

47.C.sugitaniiainonicaMurayama

ス ギ タ ニ ル リ シ ジ ミ

ニ ッ1⊥F1♂,1951.v.30;2♂ ♂,1953.vi.12;

1♀,1963.VI.16;1♂,1959.v.10;3♂ ♂1♀,

1965. 、VI.1～vii.2;1♂,1966.v.26;1♂.1969.

vi.Z;ベ カ ン ベ 台:1♂,1970.v4.

1化 。5月 前 半 に 出 始 め 、5月 下 旬 ～6月 上 旬 が 最 盛

期 。6月 下 旬 に 終 わ る 。 出 現 期 は ル リ シ ジ ミ よ り 明 か に

早 い 。 成 虫 の 習 性 は 前 程 と 同 じ 。 食 草 は ミ ズ キ 、 ミ ツ バ

ウ ツ ギ な ど。 釧 路 市 桜 田 は 本 種 の 多 産 地 と して 知 ら れ て

い る が(宇 野1966)一 般 に 少 な い 。

48.GlaucopsychelycormasButlerカ バ イ ロ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♂,1953.vii.13;1♂,1956.vi.17;

3♂ ♂,1965,vii.4～10;2♂ ♂,1966.Vi.20～vii.

26;達 古 武:1♂,1968.vi.21;雷 別88～90林 班:

6♂ ♂,1971.vii.13～18,

1化 。6月 後 半 に 出 始 め 、 あ ま り個 体 数 の 増 減 が な

く8月 上 旬 頃 が 終 期 。 各 地 に 居 る が 少 な い 。 食 草 は 未

確 認 だ が 、 ク サ フ ジ を 食 べ る は ず 。 語 別 地 区 に は 少 な か
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ら ず 。

49.PlebejusarguspseudaegonButler

ヒ メ シ ジ ミ

ニ ッ 山:1♂,1951.vii.28;1♀,1952.vii.19;

1♂,1958.vii.30;1♂,1962.VI.26;1♀,1971.

viii.2.

1化 。7月 中 旬 に 出 始 め 、 下 旬 が 最 盛 期 、8月 前 半 が

終 期 。 各 地 に 居 る が 多 く は な い 。 食 草 は エ ゾ ヨ モ ギ な ど

が 知 ら れ て い る が 釧 路 で は 未 確 認 。

50.LycaeidesiburiensisButlerイ シ ダ シ ジ ミ

下 オ ソ ベ ツ:1♂ ♀,1957.vii.26;同:12♂ ♂,1965.

翰.25～26;同:3♂ ♂,1966.vii.22;標 茶 町 下 久 著

呂:♂,1968.vii.24;雷M904班:10♂ ♂1♀,1971.

vii.16;同88林 班:37♂ ♂1♀,1971.vii.18 ..

1化 。7月 前 半 に 出 始 め 、 後 半 が 最 盛 期 、8月 前 半 に

終 わ る 。 食 草 は ナ ン テ ン ハ ギ 。 湿 原 に は 居 な い 。 ナ ン テ

ン ハ ギ の 多 い 向 勝 地 に は 多 産 す る 。 林 道 の 水 た ま り、 野

鳥 の 糞 尿 な ど に 吸 水 に 群 れ を な す 。 こ の 群 れ の 中 に は ル

リ シ ジ ミ が 最 も 多 く 、 カ バ イ ロ シ ジ ミ、 ヒ メ シ ジ ミ も 見

ら れ る 。 表 記 の 産 地 の 外 に 弟 子 屈(飯 島1953)パ イ ロ

ッ ト フ ェ レ ス ト(伊 藤1967)雷 別86林 班:1♀,1972.

vii。26(標 茶 町 郷 土 館 所 蔵)新 産 地,な ど も 知 られ て い

る 。 長 年 住 ん で い る 筆 者 の ニ ツ 山 ～ 五 十 石 ～ 茅 沼 ～ シ ラ

ル トロ 地 区 に は 棲 息 し な い 。 そ れ は 食 草 が ほ と ん ど な い

～

の が 原 因(茅 沼 駅 前 に 数 株 自 生 して い る)。 国 内 で 北 海 道

の 特 産 種 。

51.MaculineateleiusmatsumuraiShirozu

コ マ ン ン ミ

ニ ツ 山:2♀ ♀,1952.viii.24;1♀,1953・viii.16;

2♂ ♂,1968.viii.6;1♂,1971.viii.2;下 オ ソ ベ ・

ッ:1♂1965.vii.26;・1貢]:1♂,1968.vii.24;下

久 著 呂14♂ ♂2♀ ♀,1968.vii.24～V117.1;釧 路 市 大

楽 毛:1♂,1951.viii.17;東 釧 路:1♀,1969.viii.・

10。

1化 。7月 後 半に出始め、8月 前半が最盛期、8月 下 ∴

旬に終 わる。各地 に普通。湿原 中にも居 る。 食草 はナヵ 轟

ボノシロワ レモ コウ。花穂 に1卵 ずつ産付 した。 趨

轟
シジ ミチ ョウ科 について

本科 は釧路 地方 に29種 知 られ ていて、湿原 中にも見 ら障

れるが大部分 は周辺の 沢地 、原野 に機 慰 している。 イ諺

ダシジ ミ、 カバ イロ シジ ミを含む ブルー系の7種 は 食草!

であるクサフジ、ナンテンハギ、ハギ類、ヨモギなどの講

混生 した向傷地が好環境で、最近の大規模草地化などは響

こ う硫 生 活圏 を前述 のゼフ類の環境 とともに壊噸 ・

させているが・保護区を設け奪いこと1・は・のグル滅 懸

トも遠からず釧路湿原周辺から姿を消すであろう
。(釧 路 難

市螂 土熱 館縣)識

懲

講



釧路湿原 とその周辺の昆虫相(皿)

飯 島 一 雄

V.タ テ ハチ ョウ科

タテハチ ョウについて

ヒョウモ ンチ ョウ亜科11種

イチモ ンジチ ョウ匝科5種

タ テ ハ チ ョ ウ亜科12種

コ ム ラ サ キ亜科1種

管内に29種 棲 息す る,,カ ラ フ トヒョウモ ン、 ヒメ カラ

フ トヒ ョウモ ン、 ミス ジチ ョウ、 キ タテハの4種 は1部

釧路 市桜i}{附 近 に まで分布 が ドが ってい るが、主な棲 息

地は阿寒国立 公園内の由地 に限 られ る,,残 り25種 は広 く

各地 に分布 し飛翔力が強いので湿原 中に も 見受 ける、、

食草 と して重視すべ きものは オオイチモ ンジの 食べ る

ドロノキ(釧 路で はヤマナラ シも食べ る と推定)こ の 蝶

は国産蝶のAク ラスに属す るもの で、本州では高 山に限

られ、年 々道内の産地 がね らわれかな りの数が採1られて

.い る。 タテハチ ョウ亜科の クジャ クチ ョウ、コ ヒオ ドシ

(本州では高 山蝶)ア カマ ダラ、サ カハ チチョウ、ア カ

タテハ、の5種 は、 イラクサ類 を食べ るが雑 食性 でない

ので、 この ご く普通 に見受 けるイラ クサ類 も'重要な食餌

植物で ある、,ハルニ レ、ヤ ナギ類もご く普通 に 自生 して

いる樹種だがエ ルタテハ、 キベiリタテハ などい く種 かの

食餌樹種で ある。

この科の タテハチ ョウ亜科の アカマ ダラ、サ カハ チチ

ョウは 踊で越冬す るが、残 り10種 は すべ て成虫で越 冬す

る。越 冬場所 は家渥内の間隙(ク ジャ ク、アカ タテハ)

草屋根 の中(エ ル タテハ)牧 購などの 禾内 部(ク ジャク

エル、キベ リ)風 倒 木や薪の積 ん だ聞(シ ータテハ、 キ

ベ リ、エル、 クジャク、 コヒオ ドシ)む ろの内 部(ク ジ

ャク)な どを観察 した、、

52.ClossianaiphigeniasachalinensisMatsumura

カ ラ フ トヒョウモ ン

月1湯:1♂,1953.V71.12;1司:2♂ ♂,1962.vi.23;

ノ1・薯青ノk田下里子ノll:3♂ ♂1♀,1964.vi.29.

1化 。6月 中旬に出始 め、7月 後 半が終期,,

阿 寒 国 立公園内 の山地 には少 な くないが低地 の原野 湿

原 に は ほ と ん ど 棲 息 し な い 。 低 地 で の 唯一 ・の 産 地 は 釧 路

市 桜 田(宇 野1968)に 定 著 し て い る 、,

53.C.t{yorejezoensisMatsumura

ヒ メ カ ラ フ ト ヒ ョ ウ モ ン

阿 寒 横 断 道 路:1♂11951.vii.26;川 湯:2♂ ♂,

1953.vii.12;里 子月ド1♂,1964.vi.29.

出 現 期,棲 息 地 な ど 前 挿 と ほ と ん ど 同 じ だ が 、 低 地 に

は 居 な い 。 食 草 も ス ミ レ類 。

騒.Brenthisinomashuensiskono

コ ヒ ョ ウ モ ン

'ニッIII;1♂ ♀,1956.vii.12～viii.6;1♂ ♀,1966.

vii.18～IX.1;1♂ ♀,1971.vii.10～viii.15;'ド オ ソ

ベ ッ:1♀,1966.vii.22;'ド 久 箸 呂:1♂,1968.vii.

24;雌 阿 寒・岳:1♂,1952.vii.24.

1化,,7月 中 旬 に 出 始 む 、 ド句 が 最 盛 期 、8月 中 旬 頃

終 わ る 。 各 地 に 普 通 、 食 靱 よオ ニ シモ ツ ケ,,

55.B。daphneiwatensisOkano

ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ

_ニッIII:1♂,1950.vii.11;1♀,1952.vii.28;

1♂,1956.vii.22;下 オ ソ ベ ッ:1♂,1966.vii.24;

岡 三1♂,1968.vii.24;下 久 著 呂:2♂ ♂2♀ ♀,1968.

vii.24～viii.1;中 標W町:1♂,1954.viii.12(館 山

一一一郎) 陰

1化,,出 現 期 、 分 布 は 前 種 と ほ ぼ 同 じ。 食 草 は 未 確 認

だ が ナ ガ ボ ノ シ ロ ワ レモ コ ウ を 推 定.す る,、

56.ArgynnisanadyomenemidasBu童1er

クモ ガ タ ヒ ョ ウ モ ン

ニ ッ111:1♂,1950.vii.15;5♂ ♂,1966.vii.7～2

多 和:1♂,1966.vii.14.

1化 、,6月 下 旬 ～7月 ヒ旬 に 出 始 む 、f固 体 数 は あ ま り

増 減 せ ず 、8月 に は ほ と ん ど 見 え ず 、9月 か ら10月 前'ト

に 花 を 訪 ず れ る 老 蝶 が 見 れ る,、

57.A.paphiageishaHemming

ミ ド リ ヒ ョ ウ モ ン

ニツlll:1♀,1949.vin.4;1♂,1950.vii.20;
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オオイチモンジ・雌雄型標茶町ニツ山彦

オ オイチ モン ジ ・雌雄型(裏 面)標 茶町 ニ ッ山産

4舘1966.viii.5～i・ ・1・1♂ ・1971・vii・30・

1化 、 別 ・胸 に 出 始 む・ 最,醐 は8月 前'1気9肚

旬 に 終 わ る,、 各地 に 普 通 。

58.1)amorasagauahaneFruhstorfer

メ ス グ ロ ヒ ョ ウ モ ン

.ニツill・1&1950.・iii.fi;1♀ ・1951・i・ ・4;1♂ ・

1956..iii.6;1♂,1965.・ih・20;1♂ ・1968・viii.

6;屈 斜 路 湖(イ ナ セ):1♂,1969.vii.24.

1化,,7月 後'ト に 出 始 む 、 個 体 数 の 増 減 が あ ま り な く9

,目 前'唇 頭 終 わ る,,各 地 に 居 る が 少 な い 。

ノノ のノ
59.ArgyronomelaodicejaponicaMenetries

ウ ラ ギ ン ス ジ ヒ ョ ウ モ ン

ニツ 由 ・4♂ ♂,1965.・iii.13～15;2♂ ♂2♀ ♀・1966・

viii.18～1X.1.

1化 。7}.1後 半 に 出 女flむ、8用 向 が 最 盛 期 ・8「1一 ト

旬 ～9月.ヒ 旬 に 終 わ る 。 各 地 に 普 通 。

60.A.,u、1・naly・il・P・J・ ・s・・

オ オ ウ ラ ギ ン ス ジ ヒ ョ ウ モ ン

・ニツ 山 ・1♂,1949.viii.5;1♂ ・953・viii.16;

2♂ ぶ1965.・lll.13～15;2♂ ♂2♀ ♀・1966・viii.18～

IX.6;1♂,1971.vi{i.12.

出 現 期 、 分 布 は 前 種 と ほ と ん ど1司 じ。 産 卵 は 落 葉 、 地

表 の 枯 枝 な ど に1卵 づ っ 産 付 す る の を 見 た 。

61.Mesoacidaliac}iarlottabasalisMatsumura

ギ ン ボ シ ヒ ョ ウ モ ン

ニ ツ 巨」:1♀,1953.vii.21;1♀ ・1969・vii・10;

4♂ ♂,1966.vii.16～17;多 和:1♂ ・1966・vii.14;下

オ ソ ベ ッ=1♂,1966.vii.24.

一・一化 。6月 下 旬 ～7月 上 旬 に 出 始 む 、7月 後 半 が 最 盛

期 、8月 後 半 に 終 わ る 。 各 地 に 普 通 。

62.FabricianaadippepallescensButler

ウ ラ ギ ン ヒ ョ ウ モ ン

=ニッ111:1♂,1951.vi三.23;1♀,1952.viii.9

大 久 保 富・r);3♂ ♂1♀,1966・ ・ii10～28;1♂ ・1971・

vii.4(飯 島 猛 美);多 和;1♂,1966.vii.14・ 蝋1個,

1971.6月.

1化 、,7月 上 旬 に 出 始 む 、7月 下 旬 が 最 盛 期 、8月 後

半 に 終 わ る 。 各地 に 普 通 、 食 草 は ス ミ レ 、 エ ゾ ノ タ チ ッ

ボ ス ミ レ。

ヒ ョウ モ ン チ ョ ウ 亜 科 に つ い て

釧 路 地 方 に11種 知 ら れ て い て 、 カ ラ ト ヒ ョ ウ モ ン、 ヒ

メ カ ラ フ トヒ ョウ モ ン を 除 く9種 は 向 陽 の 地 を 好 み 山 地

原 野 、 湿 原 な ど 広 く分 布 して い る 。 す べ て 年1回 の 出 現

で 夏 の 蝶 の 代 表 グ ル ー プ 、、 ♂は よ く 家 畜 の 尿 や 塩 分 を 求

め て か 山 間 部 の 農 家 又 は す み 小 屋 附 近 の 地 面 へ 集 ま り吸

水 し て い る 、,し か しコ ヒ ョ ウ モ ン 、 ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ 、

メ ス グ ロ ヒ ョ ウ モ ンの 吸 水 は 見 た こ と が な い 。 コ ヒ ョ ウ

モ ン 、 ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ を 除 く9種 は す べ て ス ミ レ類 を

食 べ る 、,ス ミ レ 類 が ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ亜 科 の 重 要 な 食 餌

植 物 で あ る こ と を忘 れ て は な ら な い 。
ノ コノ

63.Ladogaca.millajaponicaMerietries

イ チ モ ン ジ チ ョ ウ

..ニッIII:1♂ ♀,1950.vii.22;1♀,1951.vii.25;

2♂ ♂,1966.vii.22.26;2♂ ♂,1968。vii.20一 一一24;

4♂ ♂,1969.vii.20;'ド 久 著 呂:1♀,1968.viii.1,

1化 。7月 前 半 に 出 始 む 、 下 旬 が 最 盛 期 、 終 期 は8月

前'卜 、、 各地 に普 通 。 食 草 は エ ゾ ヒ ョ ウ タ ン ボ ク 。 除 草 作

業 中 に 除ll笠機 の 柄 に フ タ ス ジ チ ョ ウ と と も に10頭 程 集 ま

。 て 汗 を 吸 。 て い た が 、 ヒ ・ ウ モ ン チ ・ ウ 類 と 同 じ く家

屋 の 庭 、 す み 小 屋 の 地 面 へ 降 り て よ く吸 水 す る 。 こ う し

て 集 ま る 個 体 は 新 鮮 な も の ば か り で あ る 。

64.LimenitispopulijezoensisMatsumura

オ オ イ チ モ ン ン

ニ ツIll・1♂,1951.・ii.3・1♀,1953・viii.9;1♂ ・'

1957.。ii.24;1♂,1966.・ii.26;2♂ ♂・1968・ ・ii.

20;3♂ ♂,1969.vii.2〔 〕～22.

1化 。 用 前 半 に 出 始 む 、 終 期 は8月 前 半 ・ 各 地 に 居

る が 少 な い 。 餌 は 釧 路 で は 未 確 認 だ が ・ ド・ ノ キ か ヤ
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脅 マナラシのはず・湿原中には居ないが羽化 まもない個体

は家屋の附近の地面へ吸水に降りて来る(家 畜の糞尿や
襲
ヘ ビの 死 体 に 止 ま っ て い た こ と も あ る)。

標 茶 町 ニ ツ 山 か ら 左 半 分 ♀ 右 半 分 ♂の 顕 著 な 雌 雄 型

が採 れ た が 、 本 種 と し て は 日 本 で は は じめ て の 記 録 。

65.NeptisacerisintermediaW.B・pryer

コ ミス ジ

ニ ツLil:1♂,1945.vii.12;3♂ ♂,1950・vi・14～

15;1♂,1969.vi.10;4♂ ♂,1970.vi.7;雷 別98林

班:1♀,1970.vi.11.

2化 。5月 下 旬 ～6月 上 旬 に 出 始 む 、 個 体 数 は あ ま り

増 減 な く7月 前 半 頃 終 わ る 。2化 は8月 上 旬 に 出 始 め8

月 下 旬 頃 終 わ る 。 各 地 に 居 る が あ ま り 多 くは な い 。 食 草

は ハ ギ な ど の マ メ 科 だ が 未 確 認 。

66.Paraneptisrivular{sainoSllir6zu

フ タ ス ジ チ ョ ウ

ニ ッ 山:1♂,1952.vii.16;3♂ ♂,1966.vi.25～

vii.28;2♂ ♂1♀,1968vii.7～24;多 和;1♂,1966.

Vii.14;下 久 著 呂;2♂1♀,1968.vii.24～viii.1.

1化 。6月 中 ～ 下 旬 に 出 始 む 、7月 上旬 が 最 盛 期 、8

月 上 旬 が 終 期 、 各 地 に 普 通 、,

食 草 は 釧 路 で は 未 確 認 だ が ホ ザ キ ノ シ モ ツ ケ を 食 べ る

は ず 。

67.KalkasiaphilyraexcellensButler

ミ ス ジ チ ョ ウ

阿 寒 横 断 道 路(清 水 の 沢)1♀,1951.Vii.26;阿 寒

湖 畔:1♀,1952.vii.24;川 湯:1♂,1958.vii.9。

1化,,7月 に 出 現 す る 。 阿 寒 国 立 分 園 の 山 地 帯 に 限 っ

て 分 布 す る が 、 稀 に 低 地 で も採 れ る(釧 路 市 桜 田 ・飯 島

1970-1971)食 草 は カ エ デ 科 の 樹 木 だ が 釧 路 で は 未 確 認

68.Arasc}mialevalisobscuraFenton

ア カ マ ダ ラ

春 哲理._ニ ッlll:1♂,1950.iv.30;1♂2♀ ♀,1966.

v.26～vi.13;雷'"IJ:1♂,1970.v.25.

夏:鷺望..ニ ッIII:1♂,1952.viii.10;2♂ ♂,1966.

viii.5～10;2♂ ♂,1971.viii.6;芽}r加{田 ∫メしIll;1♀,

1969.viii.1.

2化,,春 型 は5月 ヒ旬 に 出 始 む 、 最 盛 期 は5月 中 旬 、

6月 前'ト に 糸冬わ る,,夏 型 は7月 中 ～ ド旬 に 出 始 め 、 最 括掩

期 は7月 ド旬 ～8月1=旬 、 終 期 は8月 ド旬 、,各地 に 普 通,

湿 原 に も 居 る 、,食 草 は エ ゾ イ ラ ク サ 、 産 卵 は 食1∵1:の葉 裏

に1卵 づ っ 積 み ・貢ね20卵 を ・貢ね き ら に 横 に15卵 を積 み ・貢

ね た,,卵 期 は1〔〕目間 、 孵 化 は 産 み つ け た 順 で な く ま ち ま

ち だ っ た(夏 型0)観 察 例)蛎 態 で 越 冬 す る 、,

国 内 で は 北 海 道 の 特 産 種,

69.A.burejanastrigosaButler

サ カ ハ チ チ ョ ウ

春 型.ニ ッ[11:1♂,1971.vi.6.

夏 型.ニ ッ 山:2♂ ♂,1951.viii.1】 ～ix.4;2♀ ♀,

1969.viii.14;犬 ネ ル:1♂,1968.viii.19;雷 別:1♂,

1971.vii{.18、

2化 。 春 型 は6月 に 、 夏 型 は8月 ～9月 上 旬 に 出 現 す

る が 少 な い 。 阿 寒 国 立 公 園 の 山 地 に は 多 い 、,食'】℃は エ ゾ

イ ラ ク サ の は ず,,釧 路 で は 未 確 認 。

70.AglaisurticaeconnexaButler

コ ヒ オ ド シ

ニ ッ01:7♂ ♂,1966.v{i.15;1♀ 、1967.vi.22:

下 久 著 呂:1♂,1968.viii.1.

1化,成 虫 で 越 冬 した の が4月 上 旬 か ら 出 現 し、5月

下 旬 ～6月 上 旬 ま で 見 え る 。1化 は7月 中 旬 に 出 始 め る

が 、8月 後 頃 に は ほ と ん ど 姿 が な くg月 に な っ て 肉:び 目

に つ く。1951年 に 飼 育 した6頭 は7月20日 に 羽 化 し、9

月20日 ま で 生 存 し た,,夏 眠 状 態 は8月一 上旬 か ら 中 旬 の 問

だ っ た 、,食 草 は エ ゾ イ ラ ク サ 。 各 地 に 普 通,

71.InachusiogeishaStichel

ク ジ ャ ク チ ョ ウ

.ニッIII;1♀,1951.vin.20;1♀1952.vii.23;

1♂,1966.vii{.26;1♂,1969.1V.22;1♀1970.

v.18;1♂ ♀,1971.viii.4～20;ド 久著:呂:1♂ ・1968・

viii.1.

1～2化,,成 虫 で 越 冬 した も の は3月 下 旬 ～4月 ヒ旬

に 出 始 め 、5月 下 旬 ～6月L旬 に 終 わ る 。 最 も遅 く ま で

見 え た11は1968年 の6月18日 。1化 は7月 中 旬 にlll始 め

8月一 ヒ旬 が 最 盛 期 、8月 後 半 が終 期1,2化 は9月.ヒ 旬 ～

中 旬 に 出 始 め10月 前 半 頃 に は ほ と ん ど 越 冬 に 入 る 、,

年1化 の 経 過 を と る個 体 は 最 も 遅 く休 眠 か ら さ め た も

の と 考 え る,、 飼 育 に よ る と7月一'ド 旬 に 羽 化 し た も の が 産

卵 す る こ と な く越 冬 に 入 っ た が 、 釧 路 で は2化 が 毎 年 観

察 で き る の で こ れ がfl:常 か と思 う。 こ の2例 の 経 過 は 林.

慶 氏 の 指 示 に よ り行 な っ た 累 代 飼 育 で 明 か に な っ た も の

で 、'肛～時(1950年)ク ジ ャ ク の 発 生 は1化 か2化 か 不 明

で あ り 、 林 氏 は そ の 頃 す で に2化 と1化 の 経 過 を と る も

の が あ る と 推 定 を し て い た,、

食 草二は エ ゾ イ ラ ク サ 、 野 外 の カ ラ ハ ナ ソ ウ か ら も 幼 虫

を 得 た 、,産 卵 は 食1`5の 葉 裏 に 塊 状 に 積 み あ げ る,,卵 期 間

は6～8日 、 幼 ノセ某月はAl洋 、15[llill,〕131"'r、2111111、C

君云、23[11111,,自 行虫面某月iよ1「1、 虫1直某月il}R;to君 許16～20、B{洋

22～26.C群27～29日 間(以L2化 目)1化 の 蠕 期 間 は

1211間 で あ っ た,,

飼 育 中 の2化 か ら顕 著 な 黒 化 異 常 型 が 出 た1,
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ab.utsukushiensisShiraki

♂,1951.x.12・(飯 島 所 蔵)

72.VarlessacarduiL葦nn6

ヒ メ ア カ タ テ 八

二 ッ 【1」:1♂,1951.x.12;1♀,1965.ix.28。

出 現 回 数 は 明 か で な い 。 成 虫 越 冬 し た も の が4月 中 旬

に 採 れ た が 、 そ の 後 秋 ま で ほ と ん ど 見 た こ と が な い 。9

月 上 旬 に 新 鮮 な も の が 見 え る が 、 こ れ は 下 旬 ～10月 中 に

越 冬 に 入 る 。 個 体 数 が 少 な い が 、 本 極 は 著 名 な 世 界 共 通

種,

73.V.indicaHerbst

ア カ タ テ 八

二 ッ1」一1:1♂ ♀,1951.ix.21;1♀,1955.viii.1;

1♀,1961.viii.31;1♂,1968.xi.3;1♂,1971.vi.

6.

成 虫 で 越 冬 した も の が5月 ～6月 下 旬 ま で 、1化 が7

月 下 旬 か ら8月 前 半 に 出 始 め 、10月 上 旬 頃 ま で に は 越 冬

に 入 る 。 食 草 は 釧 路 で で は 未 確 認 、 イ ラ ク サ 類 、 ニ レ な

ど を 食 べ る こ と が 知 ら れ て い る 。 各 地 に 居 る 。

74.Kaniskacanaceno-japonicumvonsiSiebold

ル リ タ テ ハ

ニ ッ1」」:1♂,1951.v.3;2♂ ♂,1956.v.25～26;

2♂ ♂,1971.vi.9～14(飯 島 猛 美)

1化 。 成 虫 越 冬 した も の が5月 前 半 か ら6月 中 旬 ま で

見 受 け る が 数 は 少 な い 。1化 と 考 え る もの が1950年8月

.上旬 ～ 中 旬 、1952年9月 上 旬 に わ ず か 出 現 し た 。1951年

7月26日 阿 寒 湖 畔 で オ オ バ タ ケ シ マ ラ ン を 食 べ て い た幼

虫2頭 を 採 っ た が い ず れ も寄 生 バ エ が 出 て 来 た 。 阿 寒 国

立 公 園 内 のlll地 に は 少 な か ら ず 見 受 け る,,釧 路 湿 原 周 辺

に 少 な い の は 食 草 が な い の が 原 因 か も 知 れ な い 。

75.Polygoniavau-albumsamuraiFruhstorfer

エ ル タテ 八

二 ッd」:4♂ ♂,1966.viii.20～28;3♂ ♂,1971.iv

ヒオ ドシ チ ョウ ♂ 標 茶 町 産

16.

1化 。 成 虫 で 越 冬 し3月 下 旬 ～4月 上 旬 に 冬 眠 か ら さ

め5月 下 旬 ま で 、6月 上 旬 ま で 見 受 け る 年 も あ る 、,1化

は7月 下 旬 ～8月 上 旬 に 出 現 し秋 ま で 見 受 け る 。10月 ⊥

旬 頃 ま で に 越 冬 場 所 へ 入 る 。 各 地 に 普 通 。 シ ラ カ バ の 樹

液 に よ く集 ま る 。 食1揖 まハ ル ニ レ。

76.NymplialisxanthomelasjaponicaStichel

ヒ オ ド シ チ ョ ウ

ニ ッ0!:1♂,1954.viii.、18;1♂,1963.vii.3〔 〕;

1♀,1968.w.18。

1化 、,成 虫 で 越 冬 し4月 に 冬 眠 か ら さ め て5月'ド 旬 頃

ま で 生 存 す る は ず 。1化 は7月 下 旬 か ら8月 に 出 現 し、

10月 上 旬 頃 ま で に 越 冬 に 入 る 。 食 草 は 釧 路 で は 未 確 認 だ

が 、 ハ ル ニ レ、 ヤ ナ ギ 類 が 知 ら れ て い る,、 本 科 の 中 で は

最 も少 な い 、,

77.N.antiopaasoposFruhs重orfer

キ ベ リ タ テ ハ

ニ ッ111:1♀,1951.viii.30;2♀ ♀,1953.1X.13～

x.2;1♀,1961.1X.28;1♂1♀,1970.IL10。

　

1化 、,成 虫 で 越 冬 し5月 ヒ旬 頃 冬 眠 か ら さ め る 、6月

中 旬 ま で 見 受 け る、,1化 は8月 中 旬 頃 出 現 し、9月 下 旬

頃 に は 漸 次 越 冬 に 入 る 。

湿 原 周 辺 に は 少 な い が 阿 寒 山 地 帯 に は 少 な か ら ず 。 食

草 は ヤ ナ ギ 類 が 知 ら れ て る が 釧 路 で は 未 確 認 。

78.Polygoniac-albumhamigeraButler

シ ー タ テ ハ

ニ ッ1」」:1♂,1951.ix.19;1♂.1956.viii.3;

3♂ ♂,1966.viii.5～x.10;1♀,1967.x.25;1♂,

1968.viii.26;1♀,1971.viii.15;弟 ・=∫・κ君田丁奥 春"lj:

1♂,1951.vii.26.

成 虫 で 越 冬 し た も の は4月 中 旬 頃 か ら 出 現 し最 終 は6

月 中 旬 ま で,,1化 は7月 中 旬 に 出 始 め 下 旬 に 数 を 増 し、

8月 中 旬 に 終 わ る,,2化 は9月 上 旬 に 出 始 め 後 半 に は か

な り 数 を 増 し漸 次 越 冬 に 入 る 、,食 ・孕:はハ ル ニ レ,、 各 地 に

普 通 。 湿 原 よ り む し ろ 山 地 帯 に は 多 い 、,ク ジ ャ ク チ ョ ウ

の よ う に1化 の 経 過 を と る個 体 も あ る ら し い,,

79.P.c_aureumLinn'e

キ タ テ ハ

道 東 部 で は 稀 少 種,,釧 路 か ら は た だ の1頭 、1943年 に

札 木 照 一 朗 氏 が 採 集 し、 花 輪 武 夫 氏 が 所 蔵 して い た が 、

氏 が 他 界 後 こ の 標 本 は 紛 失 し て し ま っ た 。

80.ApaturailiasubstitutaButler

コ ム ラ サ キ

ニ ツIII:1♂,1951.vii.25;4♂ ♂,1955.vii.28;

3♂ ♂,1968.vii.30一 一viii.6;1♀,1971.viii.8;富 ド
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久 著 呂:2♂ ♂,1968.v{ii.1.コ ッ タ ロ:1♂,1968.'vii

vii.24;弟 子 屈 町 モ エ リ ベ ッ:1♂,1969.vii.29;屈

斜 路:1♂,1969.vii.23.

1化 。7月 中 ～ 下 旬 に 出 始 む 、 最 盛 期 は8月 上 旬 、8

月 後 半 に終 わ る 、、 家 畜 の 尿 な ど 、 湿 原 の 水 べ に も よ く集

ま る 。 各 地 に 普 通 。 食草 は ヤ ナ ギ 類 が 知 ら れ て る が 釧 髭

で は 未 確 認 。

W.ジ ャ ノ メ チ ョ ウ 科

81.YpthimaarqusButler

ヒ メ ウ ラ ナ ミ ジ ャ ノ メ

ニ ッ 山:5♂ ♂,1966.vii.5～7;多 和:1♂,1966.

Vii.14;屈 斜 路:1♀,1969.vii.24;川 湯:1♂,1951.

vi.24;「 司:1♀,1953,vii.12.

1化 。6月 中 ～ 下 旬 に 出 始 む 、7月 上 旬 が 最 盛 期 、7

月 下 旬 に 終 わ る 。1964年 は7月.ヒ 旬 に 出 始 め た 。 食 草 は

イ ネ 科 、 釧 路 で は 未 確 認 。

82.ErebianiphonicadoiiNakahara

ベ ニ ヒ カ ゲ

、弟 子 屈 町 摩 周 岳 二2♂ ♂,1968.viii.11(遠 藤 広 志)

障1:79♂ ♂3♀ ♀,1969,viii.19.

1化 。8月 に 出 現 。1938年7.19日 東 釧 路 か ら1♂ 採

れ て い る が(植 草 義 五 郎)(飯 島1953)そ の 後 ま っ た く

採 れ ず こ の 標 本 は 花 輪 氏 が 所 蔵 して い た が 現 在 紛 失 し て

し ま っ た 。

食 草 は カ ヤ ツ リ グ サ 科 、 釧 路 で は 未 確 認 。

83.M{noisdryasbipunctatusMotschulsky

ジ ャ ノ メ チ ョ ウ

ニ ッ1U:1952.V71.2;4♂ ♂2♀ ♀,1966.v{h.10～

lx.1;2♂ ♂3♀ ♀,1968.vii。30～viii.16;一'ド 久 著

占～:3♂ ♂1♀,1968.v浦.1.

1化 。7月 下 旬 に 出 始 む 、8月 上旬 が 最 盛 期 、8月 後

半 に 終 わ る 。 各 地 に 最 も 普 通 。 食 草 は イ ネ 科 。 釧 路 で は

未 確 認,

84.Lethed{anaButler

ク ロ ヒ カ ゲ

1化 、 年 に よ り2化,,6月 中 旬 に 出 始 め 、6月 下 旬 ～

7月一 と旬 が 最 盛 期 、7月 後 半 に 終 わ る 、,年 に よ り・2化 が

81」 中 旬 に 出 始 む 、9月 中 旬 に 終 わ る,、1965年 に は2化

が か な り出 現 し た 、,各 地 に 普 通,食 草 は サ サ 類 、,

85・LopingaachinejezoensisMatsumura

ウ ラ ジ ャ ノ メ

ニ ッ[II:1♀,1949.vii.31;1♂,1956.

6♂ ♂1♀,1966.vii.18～26;4♂ ♂,1968.vii.8-12;

ヰ1茶 宴～Y,II:2♂ ♂,1969.vii.15.

1化,,7月 前'ト に 出 始 め 、7月 下 旬 が 最 盛 期 、8肩 上

～ 中 旬 に 終 わ る 。 各 地 に 普 通 。 食 草 は イ ネ 科 。 釧 路 で は

未 確 認 。

86.CoenonymphaherolatifasciataMatsumura

シ ロ オ ビ ヒ メ ヒ カ ゲ

ニ ツ"1:1♂ ♀,1957.VI.20;1♂,1947.Vii.5;

5♂ ♂,1966.vi.18～23;2♂ ♂,1968.vi.20～24;

1♂.1969.vi.20;1♂,1970.vi.6;雷 別95林 班:

2♂ ♂1♀,1970.vi.16;同98林 班:1♂,1970.vi.11;

タ ツ コ ブ:4♂ ♂1♀,1968.V1.21;下 オ ソベ ツ;■ ♂♀,

1966.vii.7;中 茶 安 別:1♀,1969.V71.15.

1化 。6月 前 半 に 出 始 む 、6月 下 旬 が 最 盛 期 、7月 中

旬 が 終 期 。 各 地 に や や 普 通 。 今 か ら30年 前 標 茶 ～ 塘 路 附

近 で は 稀 少 種 で あ っ た が(川 湯 は 多 産 地 だ っ た)1960年

頃 か ら次 第 に 数 を 増 し、4963～1965年 の3年 間 多発 した

現 在 で は 湿 原 周 辺 で は 普 通 に 見 受 け る よ う に な っ た 。 食

草 は カ ヤ ツ リ グ サ 科(高 橋1969>。

87,NingutaschrenckijmenalcasFruhstorfer

オ オ ヒ カ ゲ

ニ ッLII:1♀,1950.vii.31;1♂ ♀,1966.1X.1:(

網 走 管 内 緋 牛 内=♀,1949・viii.3)

1化 。7月 下 ～8月 上 旬 に 出 始 む 、・8月.ヒ ～ 中 旬 が 最

盛 期 、8月 下 ～9月 上 旬 に 終 わ る 。 各 地 に 見 受 け る が 多

く は な い 。 食 草 は カ ヤ ツ リ グ サ 科 、 釧 路 で は 未 確 認 。

88.NarimacallipterisdilutaEsakietNakahara

ヒ メ キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ

阿 寒 湖:1♂,1951.vii.26;雌 阿 寒 岳:'1♂,1952.

vii.24。

1化 。7～8月 。 阿 寒 国 立 公 園 内(双 岳 台 、 雌 阿 寒 岳

6合 目)に は 広 く分 布 す る が 低 地 の 原 野 ～ 湿 原 に は 棲 息

曳 /

べ ニ ヒ カ ゲ.♂ 摩 周 産

.醤

酒
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しない。低地 の唯一の 産地 と して厚岸 が知 られてい る(

前 田1956)

食草 はササ類、釧路 では未確 認。

89.NeopegoschkevltschilM6n6tri6s

サ トキマ ダラヒカゲ

ニ ッ1」1:1♂ ♀,1971.vii.10;塘 鐸各:1♂ ♀,1971.

viii.6;雷 別90林 班:2♂ ♂,1971.vii.13～18(以 上

館 山… 郎氏同定)ニ ツ山:1♀,1950.vii.8;1♀,

1951.vii.28;5♂ ♂,1966.vi.23～vi{.5;4♂ ♂,

1970.V7.7～140虫 雨1イ固(1966.4月)

1化 、,6月 上 ～中旬 に出始 め、6月 下 旬 ～7月.上 旬が

最盛 期、7月 下 一8月 上旬 に終 わ る,,各 地 に 多い,,食 草

はエ ゾ ミヤ コザサ。秋 季地 下へ浅 く入 り蝸化 しその まま

越冬す る。燈火 に4頭 飛来 したこ とが ある。

90.Neopeniphonica

ヤ マ ヤマ ダラヒカゲ

ニ ッ山:2♂ ♂,1971.vii.10(館 山一郎氏同定)

本 種は最近 キマ ダ ラヒカゲ か らヤマキマ ダラとサ トキ

マ ダラに分け られた もので、釧路 ではやマ キマ ダラよ り

は るかに少 ない,、出現 期 などは資料が不足 なので今後の

調査 に待 ちたい。

ジ ャノメチ ョウ科 につ いて

本科 は10種 棲息 してい る。ベ ニ ヒカゲ とヒメキマ ダラ

ヒカゲ は釧路 では阿寒 国立 公園 内の山地 に限 られ るが、

稀 に低地 か らも採 れ る。残 り8種 は湿原 ～原野～山地 に

かけて 普通 に見受 ける。 食草 はエ ゾ ミヤ コザサ などの イ

ネ科や カヤツ リグサ科。 これ らの食草は原野 か ら山地 に

広 く分布 し食草上 か らの 問題 は少 ないが、やは り大規模

草地 化は一朝 に して本科10種 の 蝶 を絶滅に追いこむこと

が明 らかで あるこ とを忘 れてはなる まい。
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(釧 路 叢 書 第11巻 の 釧 路 川 、 並 び に 弟 チ屈 町 教 育 研 究 所 編 の

郷 土 の 動 植 物 に 釧 路 の 蝶 類 に つ い て の 記 録 が あ る が 、 多 く

は 引 用 文 で あ り 又 、 大 き な あ や ま り が 多過 ぎ る し、 原 著 と

して のRif直 が うす い の で 文 献 目録 か ら 除 外 し た 、,高 校 の ク

ラ ブ 誌 は 充 分 な 資 料 を 集 め る こ と が で き な か っ た1、

(釧 路 市 立 郷 土 博 物 館 嘱 託)



SylvicolaVol.6(1988)

北海道未記録の甲虫類並びに採集記録の少ない種について

飯 島 一 雄

筆 者 は1970年 代 に道 東部 の 甲虫 類 に つ い て、 しば しば 中根 猛 彦 先 生 に同定 を依頼 し、 その 中 で北

海道 未 記 録種19種 を記録 した(飯 島、1975)。1984年 ～1985年 に保 育 社 か ら原 色 日本 甲虫 図鑑II～IV

が 出版 に な ったが 、上 記 録 の内10種 は依 然 北 海 道 が分 布 か ら もれ て い るので 再 記録 す る。 標 本 の同

定 を戴 い た中根 先 生、 コガ ネム シにつ いて助 言 を戴 い た西 島 浩先 生、 並 び に道 内分布 につ い て助 言

下 さ った松本 英 明 先生 に篤 くお礼 申 しあげ る。北 海道 末記 録種 には ※印 をつ けた。

Carabidaeオ サ ム シ科

Licininaeス ナハ ラ ゴ ミム シ亜 科

1.Badistersp.

弟 子 屈町 屈斜 路 湖畔(ラ ンコ シ)1ex,1987.v。29。 ヨツモ ンカ タキバ ゴ ミム シ に近 縁 の1種 。

Lebiinaeア トキ リゴ ミム シ亜科

2.CymindisdaimioBATESダ イ ミョウア トキ リゴ ミム シ

標 茶 町ニ ツ山:1ex,1982.V111.14

Catopidaeチ ビシデ ム シ科

3.Catopodesfuscifrons(KRAATZ)ク シ ヒゲ チ ビシデ ム シ

鶴居 村 下 雪裡 第4:1ex,1973.Vil.8。 飯 島(1975)に よ って報告 され て い る。

Histeridaeエ ンマ ムシ科

4.PlatysomarasileLEWISヒ メナ ガ エ ンマム シ

標 茶 町ニ ツ山:1ex,1973.V1.24;標 茶 町雷 別97林 班:1ex,1972.Vil.6。 飯 島(1975)に

よ って報 告 され て い る。

Staphylinidaeハ ネ カ クシ科

5.0ゆo㍑s∂ αs初石η'露sJARRIGEネ ア カオ オ キバ ハ ネ カク シ

標 茶 町 ニ ツ 山:1ex,1967.ix.30。 飯 島(1975)に よって報 告 されて い る。

Scarabaeidaeコ ガ ネ ム シ科

6.Polyphyllaalbolineata(MOTSCHULSKY)シ ロス ジ コガ ネ

斜里 町 美 咲:1♀,1972.viii,15。 本 極 は北 海道 、本 州、 四国 、九 州 に分布 す る 日本 固有 の コガ

ネム シで、北 海 道 で は渡 島半 島以外 では採 集例 の少 ない もの で あ る。 日高支 庁管 内(青 山 、1986)

胆 振 支 庁 管 内(大 宮 、1986;小 林 、1986)な どが知 られ て い るが、 道 東 部 か らは ほ とん ど知 られ

てい な い。 上 記 の ♀は 斜里 大橋 の電 燈 に飛 来 した もの で あ る。

7.AnomalageniculataMOTSCHULSKYヒ メサ ク ラ コガ ネ

斜 里 町 美咲:1ex,1972.viil.15

過 去 に根 釧 原野 で起 っ た コガネ ム シの大発 生 は、 当時 ヒメ コガネ とヒメサ クラ コガネ が 中心 で あ
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つ た と言 わ れ た が 、 後 者 は ツ ヤ コガ ネ の 誤 同 定 で あ っ た と され て い る。 ヒメ サ ク ラ コ ガ ネ は札 幌 以

南 に 生 息 す る が 、 そ れ 以 北 で は 正 し く同 定 さ れ た 記 録 は 少 な い と言 う。 釧 路 地 方 で し ば し ば異 常 発

生 す るAnomalaは 、 ヒ メ コ ガ ネ とツ ヤ コ ガ ネ が 主 で 、 ヒ メ サ ク ラ コ ガ ネ は 未 発 見 で あ る
。

Erotylidaeオ オ キ ノ コ ム シ 科

8.TritomatowadensisCHUJOム ツ ボ シ チ ビ オ オ キ ノ コ ム シ

標 茶 町 ニ ツ 山:1ex,1976.v.20。 北 海 道 未 記 録 と し てyachiensisS.TAKEucHIの 名 で記 録 し

た もの は 本 種 に 当 る(飯 島 、1975)。

Endomychidaeテ ン トウ ム シ ダ マ シ 科

9.LycoperdinacastaneipennisGORHAMク リ バ ネ ツ ヤ テ ン トウ ダ マ シ

標 茶 町 ニ ツ 山:1ex,1973。x.30。 飯 島(1975)に よ っ て 報 告 さ れ て い る 。

Tenebrionidaeゴ ミ ム シ ダ マ シ 科

10.PlatydemasylvestreLEWISチ ビ キ ノ コ ゴ ミム シ ダ マ シ

標 茶 町 ニ ツ 山:1ex,1955.ix.25。 飯 島(1975)に よ っ て 報 告 され て い る。

Melandryidaeナ ガ ク チ キ ム シ 科

11.HolostrophuslewisiCSIKIヨ ツ ボ シ ヒ メ ナ ガ ク チ キ ※

標 茶 町 ニ ツ 山:1ex,1970.x.10;標 茶 町 ベ カ ン ベ 台:1ex,1987.ix.15。 本 州、四 国、九 州 に 分 布。

Helodidaeマ ル ハ ナ ノ ミ科

12.ScirtesjaponicusKIESENWETTERト ビ イ ロ マ ル ハ ナ ノ ミ

標 茶 町 ニ ツ 山:3exs,1970.111.10;同:22exs,1979.1V.3(飯 島 猛 美 採 集)

Chrysomelidaeハ ム シ 科

13.CryptocephalusoblquostriatusMOTSCHULSKYセ ス ジ ツ ツ ハ ム シ ※

鶴 居 村 赤 沼:1ex,1972.Vii.9。 本 州 、 四 国 、 九 州 に、 国 外 で は朝 鮮 、 サ ハ リ ン、 中 国 北 部 、

モ ン ゴ ル な ど に分 布 して い る。

14.Cassidaversicolor(BOHEMAN)セ モ ン ジ ン ガ サ ハ ム シ

釧 路 市 米 町:1ex,1973.X1.12(国 分 昭 見 採 集)。 飯 島(1975)に よ っ て 報 告 され て い る。

Curculionidaeゾ ウ ム シ 科

15.PhyllobiusarmatusROELOFSリ ン ゴ コ フ キ ゾ ウ ム シ

弟 子 屈 町 川 湯:2exs,1958.vii.9。 飯 島(1975)に よ っ て 報 告 され て い る。

16.PseudocneorhinussetosusROELOFSケ ナ ガ ス グ リ ゾ ウ ム シ

鶴 居 村 下 雪 裡 第4:1ex,1973.Vii.8。 飯 島(1975)に よ っ て 報 告 さ れ て い る。

、参 考 文 献

1)飯 島 一雄(1975)釧 路 湿 原 と周辺地 の昆 虫類 .釧 路湿 原総 合調 査報 告 書.161-214.

2)青 山慎 一(1986)日 高 支庁 で シロス ジコガ ネ を採 集 .Jezoensis、12:2.

3)大 宮不 二雄(1986)シ ロス ジ コガネ苫小 枚 市 で採 集 す .同 上、14:18.

4)小 林 英 男(1986)シ ロス ジコガ ネの採集 記録.Sylvicola、4:30 .

(〒088-23)11上 郡標 茶 町 五十石)
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資料１　平成17年度調査で確認された昆虫類目別のトラップカップ別出現状況
8月調査結果
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 トビムシ目 5 11 8 2 9 10 6 6 9 8 7 3 5 2 7 5 3 9 7 11 5 9 5 4 17 6 8 4 23 12 11 4 4 5 11 14 12 8 2 6 19 11 4 10 36 18 11 43 21 25 17 13 18 16 21 9 11 12 116 15 115 16 117 120 33 128 13 9 18 3 6 9 7 17 2 1 5 32 8 3 22 12 11 19 4 14 29 22 9 23 11 25 21 122 25 7
2 バッタ目 1 2 1 1 1
3 ハサミムシ目 1
4 チャタテムシ目 1 1 1 2 3 1 2 1
5 アザミウマ目 1
6 カメムシ目 2 1 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 2 3 4 6 6 1 2 1 2 4 4 3 1 3 3 3 1 1 3 1 1 4 1 4 1 1 1 1 1 2 1 1 1 5 4 2 1 4 7 5 4 2 3 3 4 2 2 2 1 2 6 1
7 コウチュウ目 4 10 4 5 5 2 14 4 12 3 4 11 6 6 1 10 10 17 27 24 24 2 15 16 12 9 18 9 12 10 14 10 1 4 6 6 10 9 9 6 13 9 16 7 14 7 9 16 15 11 13 9 7 15 11 7 6 3 18 30 25 15 19 12 42 11 7 23 7 10 12 5 8 18 5 8 5 2 4 7 23 19 11 12 15 30 14 17 21 25 29 18 6 45 20 13 18 22 16
8 ハチ目 1 2 4 4 5 10 12 8 8 1 5 8 8 6 2 9 7 5 7 4 3 9 10 6 1 14 6 31 31 15 12 6 2 6 38 19 12 4 4 2 8 5 2 1 7 2 6 12 1 15 5 5 7 17 4 7 4 15 11 47 27 39 20 16 10 12 28 15 30 19 11 25 11 12 77 8 6 3 6 9 17 3 6 3 5 5 8 8 6 13 5 4 7 4 5 4 9 6
9 ハエ目 3 1 1 4 1 3 2 1 3 3 6 5 4 2 3 5 6 5 1 3 2 3 3 5 1 3 4 4 6 2 5 2 5 4 1 7 1 2 2 2 6 1 1 2 3 12 3 8 5 5 2 3 4 5 4 9 8 16 3 12 7 14 8 4 8 14 3 2 2 3 5 4 7 6 2 8 1 5 2 6 6 9 3 6 9 7 1 1 19 4 2 5 6 14

10 チョウ目 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1

9月調査結果
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 トビムシ目 28 43 34 51 112 18 22 18 9 5 52 27 2 2 30 40 112 29 12 8 200 100 150 100 124 314 200 122 125 7 8 2 1 3 2 1 6 2 80 9 34 25 42 42 120 30 69 12 8 12 13 3 9 10 12 9 2 11 300 100 10 2 100 120 180 170 250 120 14 130 11 23 6 13 16 7 1 3 5 1 11 2 23 3 5 20 4 4 14 16 12 60 50 36 24 3 25 21
2 バッタ目 2 1 1 3 4 1 1
3 ハサミムシ目 1 1 1
4 チャタテムシ目 1 1 1
5 カメムシ目 2 2 1 1 1 2 2 4 2 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2
6 コウチュウ目 2 1 4 2 3 1 3 3 3 1 2 1 1 2 1 1 2 2 1 11 9 1 1 1 9 3 4 8 6 4 2 8 10 11 2 4 9 5 7 2 4 8 2 4 4 1 3 3 6 6 5 6 1 2 5 1 1 6 2 7 1 6 3 4 1 3 3 3 8 4 4 1 5 3 2 1 8 3 4 6 13 6 6 1 11 21
7 ハチ目 7 6 2 4 6 2 4 6 9 5 2 1 1 8 5 3 4 1 10 1 1 1 1 4 1 2 8 3 5 1 6 9 8 6 3 4 7 6 5 2 2 1 9 11 11 4 6 5 6 2 4 3 7 8 23 52 5 8 7 5 5 16 7 11 18 2 12 3 18 9 8 5 1 4 4 1 2 1 4 5 4 4 1 3 1 10 8
8 ハエ目 2 1 1 1 3 2 3 2 2 1 2 1 1 1 3 5 1 1 4 3 1 2 1 1 1 3 1 1 4 1 1 1 1 1 5 2 1 1 1 2 6 2 2 2 1 2 3 1 2 4 1
9 チョウ目 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1

8月・9月調査結果
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 トビムシ目 33 54 42 53 121 28 28 24 18 13 59 30 2 7 32 7 45 115 38 19 19 205 109 155 104 141 320 208 126 148 19 19 4 6 6 14 16 13 14 4 86 28 45 29 42 52 156 48 80 55 29 37 30 16 27 26 33 18 13 23 416 115 125 18 217 240 213 298 263 129 32 133 17 32 13 30 18 8 1 8 37 9 14 24 35 14 24 24 18 4 43 38 21 83 61 61 45 125 50 28
2 バッタ目 2 1 1 2 2 1 3 1 4 1 1
3 ハサミムシ目 1 1 1 1
4 チャタテムシ目 1 1 1 1 1 2 3 1 2 1 1
5 アザミウマ目 1
6 カメムシ目 2 1 3 1 4 1 1 3 1 3 2 3 4 2 1 4 4 5 5 8 6 3 3 1 1 1 2 4 5 3 1 4 3 4 3 2 2 3 3 1 4 1 2 1 1 1 4 2 1 1 1 1 2 1 1 1 6 4 2 1 4 7 5 4 2 1 4 3 4 3 4 3 2 2 6 3
7 コウチュウ目 4 12 5 9 5 4 14 4 15 3 5 14 9 6 4 11 12 18 28 26 25 3 17 16 14 10 18 9 23 19 14 11 2 5 15 9 14 17 15 10 15 17 26 18 16 11 18 21 22 13 17 9 15 17 15 11 7 6 21 36 31 20 25 13 44 16 8 24 13 12 19 6 14 21 5 12 6 5 4 10 26 27 15 16 15 31 19 20 23 1 33 32 22 12 58 26 19 19 33 37
8 ハチ目 8 8 6 8 11 12 16 14 17 6 7 9 9 14 7 9 10 9 8 4 13 9 11 6 1 15 7 32 35 16 14 14 5 11 39 25 21 12 10 5 12 12 8 6 9 2 3 15 23 1 26 9 11 12 23 6 11 7 22 19 70 79 44 20 24 17 17 33 31 37 30 29 27 23 15 95 17 6 11 11 10 21 7 7 5 5 5 9 8 10 18 5 8 11 5 8 5 19 14
9 ハエ目 2 3 1 2 5 1 4 2 4 3 5 9 7 6 1 2 3 2 5 6 5 1 3 2 3 3 6 1 3 1 4 5 9 7 5 2 6 4 2 7 1 2 6 5 6 1 2 4 4 13 4 11 5 5 2 3 5 6 8 10 9 16 3 13 7 15 8 4 9 19 5 3 2 3 6 4 7 6 2 8 1 6 2 8 12 11 5 6 2 9 7 2 1 21 7 3 7 10 15

10 チョウ目 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 2 1 1 2 1
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資料2　平成17年度調査で確認されたオサムシ科のトラップカップ別出現状況
8月調査結果
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 セダカオサムシ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 2 2 1 1 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 3 2 2 2 1 2 2 1 1
2 エゾアカガネオサムシ 1
3 エゾクロナガオサムシ 1 1 1 1 2 2 5 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
4 コブスジアカガネオサムシ 1 1 1
5 ヒメクロオサムシ 1 1 1 1 1 1 1 4 3 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 4 2 2 2 2 6 1 1 1
6 キノカワゴミムシ 1 2 1 1 1
7 ヒラタキイロチビゴミムシ 1 1 1
8 カギモンミズギワゴミムシ 2 1
9 ヨツアナミズギワゴミムシ 1

10 ヨツボシケシミズギワゴミムシ 1 2 1
11 アトマルナガゴミムシ 2 1 1 5 5 1 2 2 1 2 3 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1
12 エゾマルガタナガゴミムシ 1 1 1 2 1 1 2 1
13 コガシラナガゴミムシ 1 1 1 2 1 1
14 ツヤムネナガゴミムシ 1 1
15 ツンベルグナガゴミムシ 1 1
16 トックリナガゴミムシ 1
17 マルガタナガゴミムシ 2 1
18 コクロツヤヒラタゴミムシ 1 1 1 5 1 6 1 2 2 3 3 4 5 13 9 6 4 2 9 1 2 4 11 2 1 2 1 4 4 5 2 1 2 4 2 2 4 6 9 3 9 4 4 3 7 7 5 9 9 4 6 6 5 16 5 2 7 3 3 5 1 1 3 1 11 11 4 6 10 22 3 9 6 1 21 11 4 19 5 6 8 5 6
19 セボシヒラタゴミムシ 1 1
20 ヒメクロツヤヒラタゴミムシ 1 1
21 ヒメヒラタゴミムシ 1 1 1 1
22 マルガタツヤヒラタゴミムシ 1 1 1 4 4 12 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1
23 ニセコマルガタゴミムシ 1 1

種数 1 2 2 2 1 0 3 1 3 2 0 2 2 2 1 5 4 7 7 7 3 0 3 1 4 2 3 1 5 2 1 5 1 2 4 4 5 3 3 3 5 3 5 3 6 1 3 4 6 2 4 3 1 3 2 3 2 1 3 4 5 3 1 1 6 2 2 2 2 3 2 1 3 6 1 2 2 1 2 0 4 4 3 2 3 4 3 4 4 2 0 3 2 1 4 1 1 3 3 2
個体数 1 3 2 2 1 0 11 1 12 2 0 2 3 3 1 6 9 14 23 19 16 0 11 6 8 5 11 1 6 5 11 6 1 2 5 4 8 7 7 5 8 8 13 6 9 4 8 13 10 10 9 6 3 9 8 5 6 1 11 12 8 8 6 5 23 6 3 8 4 6 6 1 3 6 1 4 2 1 2 0 20 15 7 7 12 27 7 14 15 2 0 24 12 4 23 5 6 10 7 7

9月調査結果
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 セダカオサムシ 1
2 エゾアカガネオサムシ 1 1 1
3 エゾクロナガオサムシ 1 1 1 1 1 1 1
4 コブスジアカガネオサムシ 1 1
5 ヒメクロオサムシ 1 1 1 1 2 1 2 4 2 5 5 8 1 1 2 3 4 1 4 2 1 1 1 2 3 1 1 1 3 2 3 1 1 2 4 1 1 3 1 1 1 1 4
6 ヨツボシケシミズギワゴミムシ 1
7 エゾマルガタナガゴミムシ 1 1 1 1 1 1
8 エゾヒメヒラタゴミムシ 1
9 コクロツヤヒラタゴミムシ 1 1 5 1 1 1 1 1 1 2 1 1 4 3 1 1 2 1 1 4 7 3 1 7 10

10 ヒメクロツヤヒラタゴミムシ 1 1
11 マルガタツヤヒラタゴミムシ 1 1 1 1 1 1 1 1
12 ヤセヒメヒラタゴミムシ 1
13 ゴミムシ 1

種数 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 2 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 3 1 0 1 0 0 1 1 2 1 2 2 1 1 2 2 1 3 3 2 2 2 1 0 4 1 2 3 0 1 1 3 4 2 2 0 0 1 1 0 1 0 3 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 2 3 2 0 1 1 0 0 0 2 1 0 0 2 2 1 0 2 3
個体数 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 2 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 7 1 0 1 0 0 1 2 2 2 5 2 2 5 6 9 1 3 4 4 5 2 4 0 5 1 2 3 0 2 2 5 4 5 4 0 0 1 1 0 1 0 5 0 2 3 0 1 0 0 0 1 2 6 3 2 0 3 1 0 0 0 5 1 0 0 8 4 1 0 8 15

8月・9月調査結果合計
No.

1 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2 セダカオサムシ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 2 2 1 1 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 3 2 2 2 1 2 2 1 1 1
3 エゾアカガネオサムシ 1 1 1 1
4 エゾクロナガオサムシ 2 1 1 1 2 3 6 3 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
5 コブスジアカガネオサムシ 1 1 1 1 1
6 ヒメクロオサムシ 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 1 2 4 6 8 7 8 2 1 2 5 5 1 6 2 1 1 1 2 4 2 1 1 1 3 1 2 4 1 1 1 6 6 3 1 5 3 6 1 1 1 1 2 4
7 キノカワゴミムシ 1 2 1 1 1
8 ヒラタキイロチビゴミムシ 1 1 1
9 カギモンミズギワゴミムシ 2 1

10 ヨツアナミズギワゴミムシ 1
11 ヨツボシケシミズギワゴミムシ 1 1 2 1
12 アトマルナガゴミムシ 2 1 1 5 5 1 2 2 1 2 3 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1
13 エゾマルガタナガゴミムシ 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1
14 コガシラナガゴミムシ 1 1 1 2 1 1
15 ツヤムネナガゴミムシ 1 1
16 ツンベルグナガゴミムシ 1 1
17 トックリナガゴミムシ 1
18 マルガタナガゴミムシ 2 1
19 エゾヒメヒラタゴミムシ 1
20 コクロツヤヒラタゴミムシ 1 1 1 5 1 7 1 1 2 2 3 3 4 5 13 9 6 4 2 9 1 7 4 11 2 1 2 1 4 4 5 3 1 2 4 2 2 5 7 9 4 9 4 4 4 7 7 1 5 2 9 10 5 10 9 5 16 6 2 7 3 3 6 1 1 3 1 11 13 5 7 10 22 3 9 6 5 21 11 4 26 8 7 8 12 16
21 セボシヒラタゴミムシ 1 1
22 ヒメクロツヤヒラタゴミムシ 1 1 1 1
23 ヒメヒラタゴミムシ 1 1 1 1
24 マルガタツヤヒラタゴミムシ 1 1 1 1 1 4 4 12 8 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
25 ヤセヒメヒラタゴミムシ 1
26 ニセコマルガタゴミムシ 1 1
27 ゴミムシ 1
28 クビアカツヤゴモクムシ 1 1
29 アオゴミムシ 1

チャバネホソアトキリゴミムシ 1
種数 1 2 2 3 1 1 3 1 3 2 1 4 3 2 2 5 4 7 7 8 3 0 3 1 4 3 3 1 6 3 1 6 1 2 4 4 7 4 5 3 5 3 5 4 6 3 5 4 6 4 4 3 4 4 4 6 2 2 4 5 7 4 2 1 6 2 3 2 2 3 4 1 4 6 1 3 2 1 2 1 4 4 4 3 3 4 3 4 4 0 3 4 2 1 5 2 1 3 3 4
個体数 1 3 2 3 1 1 11 1 13 2 1 4 4 3 2 6 9 14 23 20 16 0 12 6 8 6 11 1 13 6 11 7 1 2 6 6 10 9 12 7 10 13 19 15 10 7 12 17 15 12 13 6 8 10 10 8 6 3 13 17 12 13 10 5 23 7 4 8 5 6 11 1 5 9 1 5 2 1 2 1 22 21 10 9 12 27 10 15 15 0 7 25 12 4 31 9 7 10 15 22
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ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5 ST-6 ST-7 ST-8

ST-5 ST-6 ST-7 ST-8ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-9 ST-10

ST-9 ST-10

8月・9月オサムシ科種別個体数合計（トラップ別）
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地点・カップNo.

個
体
数

チャバネホソアトキリゴミムシ

アオゴミムシ

クビアカツヤゴモクムシ

ゴミムシ

ニセコマルガタゴミムシ

ヤセヒメヒラタゴミムシ

マルガタツヤヒラタゴミムシ

ヒメヒラタゴミムシ

ヒメクロツヤヒラタゴミムシ

セボシヒラタゴミムシ

コクロツヤヒラタゴミムシ

エゾヒメヒラタゴミムシ

マルガタナガゴミムシ

トックリナガゴミムシ

ツンベルグナガゴミムシ

ツヤムネナガゴミムシ

コガシラナガゴミムシ

エゾマルガタナガゴミムシ

アトマルナガゴミムシ

ヨツボシケシミズギワゴミムシ

ヨツアナミズギワゴミムシ

カギモンミズギワゴミムシ

ヒラタキイロチビゴミムシ

キノカワゴミムシ

ヒメクロオサムシ

コブスジアカガネオサムシ

エゾクロナガオサムシ

エゾアカガネオサムシ

8月オサムシ科種別個体数合計（トラップ別）
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地点・カップNo.

個
体

数

ニセコマルガタゴミムシ

マルガタツヤヒラタゴミムシ

ヒメヒラタゴミムシ

ヒメクロツヤヒラタゴミムシ

セボシヒラタゴミムシ

コクロツヤヒラタゴミムシ

マルガタナガゴミムシ

トックリナガゴミムシ

ツンベルグナガゴミムシ

ツヤムネナガゴミムシ

コガシラナガゴミムシ

エゾマルガタナガゴミムシ

アトマルナガゴミムシ

ヨツボシケシミズギワゴミムシ

ヨツアナミズギワゴミムシ

カギモンミズギワゴミムシ

ヒラタキイロチビゴミムシ

キノカワゴミムシ

ヒメクロオサムシ

コブスジアカガネオサムシ

エゾクロナガオサムシ

エゾアカガネオサムシ

セダカオサムシ

9月オサムシ科種別個体数合計（トラップ別）
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地点・カップNo.

個
体
数

ゴミムシ

ヤセヒメヒラタゴミムシ

マルガタツヤヒラタゴミムシ

ヒメクロツヤヒラタゴミムシ

コクロツヤヒラタゴミムシ

エゾヒメヒラタゴミムシ

エゾマルガタナガゴミムシ

ヨツボシケシミズギワゴミムシ

ヒメクロオサムシ

コブスジアカガネオサムシ

エゾクロナガオサムシ

エゾアカガネオサムシ

セダカオサムシ
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トラップ設置 

 

 

 

 

 

設置したトラップ 

 

 

 

 

 

落下した昆虫類 

 

 

 

 

 

トラップ回収 



 写真帳-2 

 

 

 

 

 

植生調査 

 

 

 

 

 

土壌水分計測 

 

 

 

 

 

地温計測  

  

 



 写真帳-3 

 

ST-1 

環境区分：ササ草原 

 

トドマツの立ち枯れ跡地。 

林床にはオオクマザサ、オオヨモギ、ヤ

マハギ、エゾイチゴ、アキタブキ等が見ら

れる。 

 

ST-1 

 

ST-2 

環境区分：地がき 

 

周囲にはトドマツの植林地。 

草原になっており、オオクマザサ、オオヨ

モギ、ヒメジョオン、ウド、ヤマニガナ等が

見られる。 

 

ST-2 



 写真帳-4 

ST-3 

環境区分：ミズナラ植林  

 

すじ状にササが刈られた若い植林。 

林床にはオオクマザサ、オオヨモギ、エ

ゾイチゴ、ヤマニガナ、チシマアザミ等が

見られる。 

ST-3 

 ST-4 

環境区分：アカエゾマツ植林 

 

林床にはオオクマザサ、アキタブキ、カラ

マツソウ、ハクモウイノデ、ハンゴンソウ等

が見られる。 

 
ST-4 



 写真帳-5 

 

ST-5 

環境区分：ヤチダモ植林  

 

林 床 にはオオクマザサ、ホザキシモツ

ケ、ヒメシダ、ミヤマシケシダ、アキカラマ

ツ等が見られる。 

 

ST-5 

 

ST-6 

環境区分：ハルニレ･ケヤマハンノ

キ林 

 

林床にはオオクマザサ、ヨブスマソウ、エ

ゾイラクサ、クサソテツ、ハンゴンソウ等が

見られる。 

 

ST-6 

 



 写真帳-6 

ST-7 

環境区分：ミズナラ林 

 

林 床 にはオオクマザサ、エゾイチゴ、サ

ルナシ、オオクルマムグラ等が見られる。

ST-7 

ST-8 

環境区分：沢沿いの広葉樹林 

 

ヤチダモ、ハルニレ、エゾイタヤ、ミズナラ

等の広葉樹林。 

林床にはオオクマザサ、フッキソウ、オシ

ダ、クサソテツ等が見られる。 

ST-8 



 写真帳-7 

ST-9 

環境区分：ハルニレ･ケヤマハンノ

キ林 

 

林床にはオオクマザサ、キツリフネ、カラ

マツソウ、ホザキシモツケ、ツルニガクサ

等が見られる。 

ST-9 

ST-10 

環境区分：ダケカンバ植林 

 

林床にはオオクマザサ、アキカラマツ、マ

タタビ、シラネワラビ、オシダ等が見られ

る。 

ST-10 

 



 写真帳-8 

 

 

 

 

 

平成 17 年 8 月 23 日 

 

 

 

 

 

平成 17 年 8 月 30 日 

 

 

 

 

 

平成 17 年 8 月 30 日 

 

 

 

 

 

平成 17 年 9 月 21 日 



 写真帳-9 

 

 

 

 

平成 17 年 9 月 28 日 
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